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【
要
約
】
　
南
京
政
府
時
期
に
成
立
し
、
抗
日
戦
争
後
ま
で
中
国
の
重
工
業
建
設
を
指
導
し
た
「
資
源
委
員
会
」
は
従
来
、
国
家
官
階
資
本
の
典
型
的
機
関

と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
委
員
会
の
構
成
員
を
個
人
レ
ベ
ル
で
子
細
に
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
結
集
し
た
主
要
委
員
は
当
時
の
中
国
に
お
け
る
最

高
の
水
準
を
持
つ
少
壮
の
鉱
工
業
技
術
者
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
代
中
国
の
技
術
者
層
形
成
に
関
す
る
実
例
を
示
し
て
く
れ
る
組
織
で
あ
っ
た
。

資
源
委
員
会
を
構
成
し
た
技
術
者
た
ち
の
五
四
時
期
の
思
想
、
か
れ
ら
高
級
技
術
者
の
母
体
と
な
っ
た
中
国
工
程
師
学
会
の
動
向
、
そ
し
て
か
れ
ら
の
抗

日
意
識
を
概
観
す
れ
ば
、
近
代
中
国
の
技
術
者
の
系
譜
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
技
術
宮
僚
（
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
）
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
存

在
で
あ
り
、
層
と
し
て
共
有
す
る
歴
史
体
験
と
価
値
観
を
持
つ
社
会
集
団
で
あ
っ
た
。
国
民
党
政
権
の
大
陸
失
陥
の
後
、
資
源
委
員
会
構
成
員
の
　
部
は

国
民
政
府
と
と
も
に
台
湾
に
移
っ
た
が
、
戦
後
台
湾
に
お
い
て
も
旧
資
源
委
員
会
構
成
員
の
指
導
す
る
経
済
建
設
は
受
け
継
が
れ
た
。
一
方
、
資
源
．
委
員

会
の
か
な
り
の
部
分
が
国
民
党
を
捨
て
て
共
産
党
政
権
に
投
じ
た
の
も
、
か
れ
ら
の
経
済
建
設
観
が
共
産
党
の
そ
れ
と
符
合
す
る
部
分
が
あ
っ
た
か
ら
だ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
い
え
ば
、
中
国
大
陸
に
あ
っ
て
も
、
台
湾
に
あ
っ
て
も
旧
資
源
委
員
会
の
遺
産
は
「
資
本
の
社
会
化
」
、
「
放
任
的
資
本
主
義
の
否
定
」

と
い
う
形
で
継
承
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
四
巻
二
号
　
一
九
九
一
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

五
四
運
動
か
ら
一
年
半
ほ
ど
た
っ
た
一
九
二
〇
年
十
二
月
、
少
年
中
国
学
会
は
会
員
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
公
表
し
た
。

会
員
で
あ
っ
た
二
十
七
歳
の
毛
沢
東
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
「
生
涯
に
わ
た
っ
て
研
究
し
た
い
学
術
」
は
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①

教
育
学
、
「
生
涯
に
わ
た
っ
て
従
事
し
た
い
事
業
」
は
教
育
事
業
、
「
今
後
の
生
活
維
持
の
方
法
」
は
教
育
事
業
の
月
給
報
酬
及
び
原
稿
料
。
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

年
中
国
学
会
は
、
五
四
運
動
直
後
に
結
成
さ
れ
、
「
科
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
社
会
活
動
を
行
い
、
『
少
年
中
国
』
を
創
造
す
る
」
こ
と
を
宗
旨

と
す
る
、
い
わ
ば
五
四
運
動
で
発
揮
さ
れ
た
中
国
青
年
の
奮
闘
の
精
神
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
当
時
最
大
の
青
年
組
織
で
あ
っ
た
。
こ

の
組
織
に
は
毛
の
ほ
か
に
、
慨
代
英
、
毫
端
天
、
郡
中
夏
、
楊
賢
江
と
い
っ
た
初
期
共
産
党
の
指
導
者
と
な
る
人
物
も
加
わ
っ
て
い
た
が
、
か

れ
ら
を
含
む
大
多
数
の
会
員
が
毛
沢
東
の
よ
う
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
教
育
に
従
事
し
た
い
、
と
答
え
て
い
る
中
で
、
工
学
・
工
業
に
従
事
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
と
答
え
て
い
る
青
年
が
い
た
。
沈
恰
、
慨
震
、
王
崇
植
の
三
人
で
あ
る
。
こ
の
三
人
は
奇
し
く
も
、
十
五
年
後
の
一
九
三
五
年
に
成
立
し
た

国
民
政
府
軍
事
委
員
会
所
属
の
資
源
委
員
会
主
要
委
員
と
し
て
、
と
も
に
中
国
の
重
工
業
建
設
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
頃
、
毛
沢
東
は

紅
軍
を
率
い
て
長
征
の
途
上
に
あ
り
、
国
民
党
軍
の
追
撃
を
受
け
る
中
、
長
江
上
流
の
難
所
、
金
沙
江
を
渡
る
べ
く
渡
河
点
を
求
め
て
い
た
。

張
聞
天
も
毛
沢
東
と
と
も
に
あ
っ
た
が
、
鷹
代
英
、
郵
中
夏
、
楊
混
食
は
す
で
に
こ
の
世
の
人
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
か
ら
十
五
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
た
が
、
専
門
技
術
者
と
な
っ
た
沈
、
揮
、
王
ら
と
、
共
産
党
の
指
導
者
と
な
っ
た
毛
、
張
ら
と
の
間
の
距

離
は
埋
め
が
た
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
た
感
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
五
四
時
期
に
と
も
に
中
華
民
族
の
復
興
の
理
想
を
掲
げ
、
こ
の
歴

史
的
大
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
青
年
知
識
人
た
ち
の
そ
の
後
に
歩
ん
だ
道
が
決
し
て
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
五

四
時
期
の
社
会
思
潮
の
一
端
は
確
か
に
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
運
動
の
実
践
へ
と
流
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
別
の
潮
流
も
ま
た
中
国
近

代
史
上
に
お
い
て
絶
え
る
こ
と
な
く
存
在
し
、
独
自
の
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
そ
の
三
人
の
経
歴
は
示
し
て
い
る
。

　
上
記
の
沈
始
、
慨
震
、
王
崇
植
ら
に
代
表
さ
れ
る
専
門
技
術
者
も
、
中
国
共
産
主
義
運
動
と
同
様
に
中
国
近
代
の
産
物
で
あ
っ
た
。
一
九
二

七
年
に
南
京
政
府
が
成
立
し
、
政
治
・
軍
事
的
な
中
国
の
統
一
を
目
指
す
と
と
も
に
、
経
済
の
面
で
も
中
国
の
後
進
性
を
打
破
せ
ん
と
し
て
経

済
建
設
を
提
唱
し
た
が
、
そ
れ
は
経
済
、
鉱
工
業
に
従
事
す
る
専
門
家
の
政
府
・
政
策
へ
の
参
加
を
促
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
応
え

る
か
の
よ
う
に
、
彼
ら
技
術
専
門
家
の
多
く
は
中
国
の
統
一
を
進
め
る
南
京
政
府
に
参
加
し
、
経
済
建
設
の
面
で
実
質
上
の
工
業
化
推
進
者
と

な
っ
た
。
彼
ら
の
目
指
し
た
経
済
建
設
は
三
七
年
の
抗
日
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
一
頓
挫
し
た
も
の
の
、
彼
ら
が
引
き
続
き
抗
日
戦
争
中
も
国
民
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政
府
支
配
地
域
に
お
い
て
、
鉱
工
業
生
産
の
維
持
、
発
展
と
い
う
形
で
こ
の
民
族
救
亡
を
賭
け
た
戦
争
を
支
え
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。

　
　
「
持
久
戦
論
」
を
発
表
し
た
毛
沢
東
を
は
じ
め
と
す
る
共
産
党
の
指
導
者
た
ち
が
精
神
面
、
思
想
面
で
抗
日
中
国
を
支
え
た
と
言
え
る
な
ら

ば
、
国
民
党
政
府
の
下
、
経
済
建
設
に
携
わ
っ
た
こ
の
か
つ
て
の
同
志
た
ち
は
物
質
面
で
抗
日
中
国
を
支
え
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
五

四
運
動
時
期
に
と
も
に
運
動
の
中
心
を
担
っ
た
中
国
の
青
年
た
ち
は
、
抗
日
戦
争
の
時
期
、
方
法
は
異
な
る
と
い
え
ど
も
、
再
び
と
も
に
中
国

を
支
え
た
の
で
あ
っ
た
。
人
民
共
和
国
の
成
立
後
、
専
門
技
術
者
集
団
の
う
ち
の
あ
る
者
は
国
民
政
府
に
つ
き
従
っ
て
台
湾
に
逃
れ
、
あ
る
者

は
新
中
国
に
残
っ
た
。
先
の
三
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
沈
治
、
王
移
植
は
台
湾
に
逃
れ
た
が
、
憧
震
は
新
中
国
に
残
り
、
人
民
共
和
国
政
府
と

手
を
携
え
新
中
国
の
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
近
代
中
園
の
技
術
者
は
、
本
稿
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
至
っ
て
独
自
の
思
想
を
共
有
す
る
社
会
的
集
団
を

形
成
し
、
社
会
的
主
張
を
な
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
紛
れ
も
な
く
近
代
中
国
知
識
人
群
の
一
系
列
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

彼
ら
は
決
し
て
中
国
近
代
史
上
の
政
治
、
社
会
思
潮
か
ら
遊
離
し
、
政
権
の
意
の
如
く
に
従
う
と
い
う
政
治
的
客
体
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
近

代
中
国
の
技
術
者
の
抱
い
て
い
た
思
想
と
は
、
政
治
的
姿
勢
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
代
中
国
の
技
術
者
は
一

体
ど
の
よ
う
な
系
譜
の
上
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
国
民
政
府
時
期
に
成
立
し
た
最
大
の
技
術
官
僚
組
織
で
あ
る
資

　
　
　
　
　
　
　
④

源
委
員
会
の
活
動
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
の
構
成
員
の
諸
相
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
上
記
の
問
い
に
答
え
を
出
し
た
い
。

①
　
張
允
侯
等
編
『
五
四
時
期
的
社
団
』
（
一
）
（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
図
書
店
、

　
～
九
七
九
年
）
四
二
二
～
四
二
三
頁
。

②
　
同
前
二
二
五
頁
。

⑧
三
人
の
略
歴
を
記
す
と
、

　
沈
　
胎
　
　
（
字
君
袷
）
漸
江
嘉
興
人
、
　
九
〇
～
年
生
ま
れ
、
二
〇
年
嗣
済
大

　
学
卒
、
二
五
年
ド
レ
ス
デ
ン
山
人
工
学
博
士
、
帰
隈
［
後
中
出
工
程
師
学
ム
ム
正
会
卿
貝
、

　
中
團
科
学
社
会
員
、
二
七
年
よ
り
上
海
市
政
府
工
務
局
長
、
三
五
年
資
源
委
員
会

　
設
計
庭
駅
長
、
三
八
年
資
源
委
主
任
秘
書
、
の
ち
大
連
、
南
京
の
市
長
を
務
め
、

六
〇
年
嵩
民
政
府
交
通
部
部
長
、
一
九
八
○
年
死
虫
。

　
悼
　
煙
　
　
（
字
蔭
彙
）
江
蘇
武
進
人
、
一
八
九
九
年
生
ま
れ
、
南
洋
公
学
卒
後

留
米
、
一
九
二
二
年
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
電
機
工
学
修
士
、
二
七
年
ま
で
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
E
＆
M
電
機
会
社
等
で
実
習
、
中
國
工
程
師
学
会
正
会
員
、
帰

国
後
漸
増
公
立
工
業
専
門
学
校
教
授
、
建
設
委
員
会
技
師
、
三
八
年
資
源
委
員
会

電
業
庭
駅
長
、
四
九
年
中
華
人
民
共
和
国
志
学
工
業
部
電
器
工
業
的
塵
事
。
の
ち

第
一
機
械
工
業
部
等
で
勤
務
。

　
王
落
掛
　
　
（
字
受
難
）
江
蘇
常
熟
人
、
｝
八
九
七
年
生
ま
れ
、
南
洋
公
学
卒
後
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留
学
、
一
九
二
四
年
M
工
T
電
機
工
学
修
士
、
中
国
工
程
師
学
会
正
会
員
、
帰
国

　
後
交
通
大
学
教
授
、
二
八
年
よ
り
建
設
委
員
会
無
線
電
管
理
露
副
庭
長
、
同
庭
長

　
を
歴
任
、
の
ち
資
源
委
員
会
委
員
、
四
八
～
五
八
年
ま
で
騒
民
政
府
米
援
運
用
委

　
員
会
秘
書
長
、
　
九
五
豊
年
死
去
。

④
　
資
源
委
員
会
に
つ
い
て
は
石
島
紀
之
「
南
京
政
権
の
経
済
建
設
に
つ
い
て
の
｝

　
試
論
」
（
『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
文
学
科
論
集
』
十
一
、
一
九
七
八
年
）
、
同

　
「
国
客
冬
政
権
の
対
日
抗
戦
カ
ー
重
工
業
建
設
を
中
心
に
一
」
（
野
沢
燈
．
田
中

　
正
俊
編
『
講
座
中
国
近
現
代
史
』
第
六
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
　
九
七
八
年
）

　
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
中
門
で
は
程
麟
孫
「
論
抗
日
戦
争
時
期
資
源
委
員
会
的
企

　
業
活
動
重
罰
歴
史
作
用
」
（
『
中
国
近
代
経
済
史
研
究
資
料
』
五
、
上
海
社
会
科
学

　
院
出
版
社
、
｝
九
八
五
年
）
、
同
「
論
抗
日
戦
争
前
資
源
委
員
会
的
重
工
業
建
設

　
計
画
」
（
『
近
代
史
研
究
』
一
九
八
六
年
第
二
期
）
、
呉
心
理
「
国
民
党
政
府
的
貿

　
易
貨
償
債
政
策
和
資
源
委
員
会
的
鉱
産
管
理
」
（
『
近
代
史
研
究
』
一
九
八
三
年
第

　
三
期
）
、
同
「
国
民
党
政
府
資
源
委
員
会
盤
断
活
動
述
評
」
（
『
中
国
経
済
史
研
究
恥

　
一
九
八
六
年
）
、
及
び
王
宗
栄
・
林
木
「
略
論
抗
日
戦
争
時
期
資
源
委
員
会
対
工

　
業
的
襲
断
」
（
『
北
京
師
範
大
学
学
報
賑
一
九
八
七
年
築
四
期
）
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

　
に
お
い
て
も
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
ビ
ィ
（
乏
」
〈
貯
σ
望
）
の
、
、
開
β
o
ヨ
言
冨
ロ
σ
Q

　
O
三
ま
”
ω
．
O
器
葺
い
窃
℃
O
馨
快
く
p
a
．
”
↓
ず
。
ち
ω
Φ
日
冨
8
く
。
碧
勺
冨
瓢
男
。
『

　
H
邑
智
け
二
p
一
U
①
＜
o
一
〇
℃
目
①
艮
．
、
悔
N
ミ
き
跨
ξ
ミ
。
・
爵
鍵
田
自
隷
い
ミ
ミ
3
く
。
一
●

　
b
。
り
（
一
り
Q
。
ω
）
と
、
同
「
資
源
委
員
会
與
中
国
工
業
建
設
」
（
『
中
国
現
代
史
専
題
研

　
究
報
告
』
第
十
二
輯
、
一
九
八
七
年
）
等
の
研
究
が
あ
る
。

　
　
石
島
論
文
は
基
本
的
資
料
の
欠
如
と
い
う
困
難
な
状
況
下
に
あ
っ
て
な
さ
れ
た

資
源
委
員
会
に
対
す
る
最
も
早
い
先
駆
的
研
究
で
あ
る
。
石
島
論
文
は
資
源
委
員

会
を
抗
戦
に
あ
た
っ
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
し
な
が
ら
も
、
資
源
委
員
会

の
持
つ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
性
格
の
ゆ
え
に
結
局
人
望
を
抑
圧
す
る
蒋
介
石
政
権
の
道

具
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
資
源
委
員
会
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
資

料
的
制
約
ゆ
え
に
、
後
述
の
よ
う
に
若
干
不
正
確
な
論
及
が
散
見
さ
れ
る
。
程
論

文
は
、
半
封
建
半
植
民
地
の
旧
中
国
に
あ
っ
て
は
工
業
発
展
は
失
敗
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
が
、
資
源
委
員
会
は
中
国
の
窟
強
、
抗
日
戦
争
を
厳
親
と
し
て
活
動
し
、

従
来
開
発
の
遅
れ
て
い
た
西
南
中
国
の
開
発
に
着
手
し
、
外
国
技
術
導
入
の
先
駆

け
と
な
っ
た
、
と
肯
定
的
な
評
価
を
し
て
い
る
。
呉
論
文
は
、
資
源
委
員
会
の
活

動
は
中
華
の
鉱
物
資
源
等
の
権
益
を
帝
圏
主
義
列
強
に
売
り
渡
す
買
弁
的
な
も
の

だ
っ
た
と
し
て
全
面
否
定
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。
王
・
林
共
著
論
文
も
こ
れ
と

同
様
の
視
点
に
立
つ
。
カ
ー
ビ
ィ
は
程
と
同
じ
く
、
中
圏
に
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
か
っ
た
重
工
業
を
開
始
し
た
点
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
に
肯
定
的
評
価
を
下
し

て
い
る
。
台
湾
側
に
お
い
て
は
程
玉
響
・
程
玉
鳳
編
『
資
源
委
員
会
…
福
案
史
料
初

編
』
（
国
史
館
、
　
一
九
八
四
年
）
、
同
『
資
源
委
員
会
技
術
人
員
赴
美
実
習
史
料

i
民
国
三
十
一
年
会
派
i
騒
（
国
史
館
、
一
九
八
八
年
）
等
の
史
料
が
あ
り
、

と
も
に
資
源
委
員
会
が
中
国
工
業
に
不
滅
の
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
こ
れ
を
賞
賛

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
資
源
委
員
会
の
活
動
に
関
し
て
は
今
な
お
肯
定
評
価
、

否
定
評
価
の
併
存
す
る
状
態
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
は
専
ら
そ
の
活
動
の
評
価
如

何
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
組
織
、
構
成
員
に
関
す
る
研
究
は
よ
う
や
く
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

（158）4

二
　
資
源
委
員
会
の
成
立
と
そ
の
活
動

「
資
源
委
員
会
」
億
一
九
三
五
年
四
月
に
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
（
委
員
長
蒋
介
石
）
の
直
属
機
関
と
し
て
、
中
国
の
重
工
業
を
建
設
す
る
た
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め
に
設
け
ら
れ
た
非
公
開
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
身
は
、
三
二
年
十
一
月
に
参
謀
本
部
直
属
機
関
と
し
て
成
立
し
た
「
国
防
設
計
委
員
会
」

で
あ
り
、
同
委
員
会
は
九
・
一
八
事
変
（
満
州
事
変
）
の
勃
発
を
受
け
て
、
中
国
の
広
義
の
国
防
体
綱
を
確
立
す
る
た
め
に
、
軍
事
、
国
際
関
係
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

文
化
教
育
、
財
政
経
済
、
原
料
及
び
製
造
、
交
通
運
輸
、
土
地
及
び
食
糧
の
各
分
野
の
専
門
家
を
糾
合
し
て
設
立
さ
れ
た
機
関
で
あ
っ
た
。
こ

の
国
防
設
計
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
参
謀
本
部
と
い
う
最
も
機
密
性
の
高
い
機
関
の
組
織
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
活
動
の
詳
細
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
国
防
設
計
委
員
会
の
事
実
上
の
責
任
者
で
あ
っ
た
銭
昌
照
の
回
想
に
拠
る
と
、
国
防
設
計

委
員
会
は
、
銭
が
九
・
一
八
事
変
を
契
機
に
、
広
義
の
国
防
の
た
め
の
専
門
機
関
を
作
る
必
要
を
感
じ
、
そ
の
旨
を
蒋
介
石
に
莫
申
し
た
結
果
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

裁
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
国
防
設
計
委
員
会
は
三
二
年
よ
り
三
年
間
、
軍
事
、
国
際
関
係
、
文
化
教
育
、
財
政
経
済
、
原
料
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

び
製
造
、
交
通
運
輸
、
土
地
及
び
食
糧
、
専
門
人
材
の
八
つ
の
分
野
に
つ
い
て
中
国
の
現
況
を
調
査
し
た
後
、
國
防
建
設
に
不
可
欠
で
あ
り
な

が
ら
中
国
が
全
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
鉄
鋼
、
機
械
、
電
力
、
鉱
業
等
の
重
工
業
建
設
に
着
手
す
べ
く
、
三
五
年
に
資
源
委
員
会
に
改
組
さ
れ
た

　
　
　
⑤

の
だ
っ
た
。
こ
の
改
組
に
よ
っ
て
、
軍
事
、
国
際
関
係
、
文
化
教
育
、
財
政
経
済
、
土
地
及
び
食
糧
の
専
門
家
が
排
除
さ
れ
る
一
方
、
多
数
の

鉱
工
業
関
係
の
専
門
家
が
補
充
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
資
源
委
員
会
の
構
成
は
、
各
分
野
の
専
門
家
を
総
合
的
に
網
羅
し
た
国
防
設
計
委
員
会

に
比
べ
、
技
術
系
専
門
人
材
色
を
濃
く
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
資
源
委
員
会
の
委
員
長
に
あ
た
る
主
任
委
員
は
当
時
著
名
な
地
質
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
難
文
灘
で
あ
っ
た
が
、
事
実
上
の
責
任
者
は
国
防

設
計
委
員
会
設
置
の
提
唱
者
で
あ
り
、
資
源
委
員
会
の
副
主
任
と
な
っ
た
銭
昌
照
で
あ
っ
た
。
設
計
塵
庭
長
は
沈
恰
、
調
査
虚
腿
長
は
揚
公
兆
、

統
計
塵
霊
長
は
孫
抵
、
そ
し
て
専
門
委
員
に
は
王
寵
佑
、
郵
麟
、
齊
竣
、
呉
鴻
照
、
張
慰
慈
、
張
峻
、
陳
良
輔
、
鄭
南
陽
、
張
福
錐
、
夏
勤
鐸
、

王
心
淵
、
荘
藁
権
、
陳
築
擦
、
欧
陽
藻
、
林
重
美
、
謝
樹
英
、
韓
興
業
、
鉱
室
主
任
専
員
朱
玉
響
、
冶
金
室
主
任
専
員
葉
渚
流
、
電
気
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

専
員
朱
其
清
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
り
、
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
主
要
委
員
は
ほ
と
ん
ど
が
鉱
工
業
分
野
の
少
壮
専
門
家
で
あ
り
、
三
五

年
に
策
定
さ
れ
た
「
重
工
業
建
設
五
平
年
計
画
」
は
彼
ら
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
五
年
間
に
二
億
七
千
万
元
を
投
資
し
、

完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
鉄
鋼
、
機
械
、
電
力
、
石
炭
の
中
国
国
内
消
費
量
の
半
分
以
上
を
賄
う
と
す
る
意
欲
的
な
も
の
で
、
建
設
の
場
所
も
外

5　（159）
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より作成）

国
勢
力
の
影
響
を
受
け
や
す
い
沿
海
部
、
長
江
流
域
を
避
け
、
内
陸
の
湖
南
、
江
西
両
省
を
中

心
に
す
る
と
い
う
戦
略
的
視
点
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
建
設
に
必
要
な
資
金
調
達
法

も
従
来
の
よ
う
に
外
債
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
中
国
国
内
に
産
出
す
る
国
際
的
戦
略
資
源
で
あ

る
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
等
の
生
産
を
完
全
に
統
門
下
に
置
き
、
こ
れ
を
独
占
的
に

輸
出
し
て
外
国
の
工
業
設
備
を
購
入
し
よ
う
と
い
う
独
創
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
三
六
年
七
月
よ
り
、
清
末
の
洋
務
運
動
以
来
最
大
規
模
の
重
工
業
建
設
が
開
始
さ

れ
た
の
だ
っ
た
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
主
に
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
見
返
り
に

一
億
マ
ル
ク
の
借
款
協
定
を
結
ん
だ
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
最
新
の
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
導
入
さ
れ
た
。
計
画
の
内
容
、
実
施
の
過
程
等
は
程
降
下
氏
の
研
究
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ

で
は
そ
の
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
抗
日
戦
争
の
勃
発
し
た
三
七
年
七
月
時
点
で
は
一
部
設
備
が

着
工
さ
れ
、
建
設
が
急
が
れ
て
い
た
。
だ
が
翌
年
に
な
る
と
武
漢
が
日
本
軍
の
手
に
落
ち
、
安

全
と
見
ら
れ
て
い
た
湖
南
、
江
西
に
も
戦
火
が
迫
る
に
及
ん
で
、
建
設
中
の
多
く
の
工
場
は
建

設
の
中
止
、
奥
地
へ
の
移
転
、
あ
る
い
は
放
棄
と
い
う
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
、
こ
こ
に
資
源

委
員
会
の
も
く
ろ
ん
だ
重
工
業
建
設
は
一
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
資
源
委
員
会
の
持
つ
技
術
力
、
資
金
力
は
戦
争
勃
発
後
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。

そ
の
任
務
は
三
七
年
八
月
か
ら
行
わ
れ
た
上
海
付
近
の
民
営
工
場
の
奥
地
移
転
の
指
導
、
そ
し

て
四
川
省
を
中
心
と
す
る
奥
地
で
の
鉱
工
業
の
生
産
維
持
、
中
小
規
模
の
鉱
工
業
設
備
の
吸
収

・
合
併
と
い
う
形
で
抗
日
戦
争
中
も
受
け
継
が
れ
た
。
抗
日
戦
争
の
期
間
を
通
じ
て
資
源
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

会
の
生
産
部
門
が
一
貫
し
て
拡
大
し
、
中
国
最
大
の
重
工
業
、
鉱
業
生
産
部
門
と
な
っ
た
こ
と

6　（160）
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表2　資源委員会歴年月産指数
　　（生産物重量換算，1939年各月平均＝100）

電工
器材

化学機械鋼・鉄縫緯石炭石油晦期i電力

i99JgI

122，21

143．41

1561gl

IE6111

148．8

128．21

100

339

575

803

工021

975

1555

100．O

loe．0

10e．5

155．2

158．2

254．8

142．9

100．0

163．7

134．3

133．6

88．6

48．0

24．7

1oo．opoo．e

149．6F165．8

154．8111L7

90．9

95．4

10L8

71．4

100．0

163．2

279．2

407．2

407，3

404．0

100．0

149．6

154．8

416．9

71Z6

605．0
344．311213．g

　　100．0

　　532，8

2548

12725

18137

2516e

27964

100．0

156．0

245．6

275，5

493．6

733．6

89L5

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

注＝1945年の指数は7月～9月の平均の指数　出典：r資源委員

　　会公報』第9巻第6期，38頁。蓑中の特種鉱とはタングステ
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か
ら
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
資
源
委
員
会
は
中
国
の
抗
戦
体
制
を
支
え
る
最
も
大
き
な
支
柱

の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
蓑
1
参
照
）
。

　
一
九
三
八
年
以
降
、
戦
略
鉱
物
資
源
の
主
産
地
で
あ
る
江
爾
、
湖
南
が
日
本
軍
の
脅
威
を
受

け
、
そ
れ
と
並
行
し
て
国
民
党
政
権
統
治
地
域
で
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
す
る
と
、
資

源
委
員
会
の
鉱
業
部
門
は
、
鉱
産
物
の
統
制
価
格
の
据
え
置
き
と
生
産
コ
ス
ト
増
大
と
の
逆
ざ

や
拡
大
の
た
め
生
産
の
停
滞
を
き
た
し
、
イ
ン
フ
レ
の
激
化
す
る
四
二
年
以
降
、
生
産
の
主
力

は
鉱
業
部
門
か
ら
製
造
業
部
門
に
移
っ
て
い
っ
た
。

　
確
か
に
資
源
委
員
会
の
活
動
の
中
に
は
、
「
戦
時
」
を
名
目
に
し
て
中
小
の
民
間
企
業
を
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

引
に
吸
収
、
接
収
し
て
い
っ
た
面
が
濃
厚
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
技
術
、
資
金
面
で
民
営
企
業

任
せ
で
は
生
産
の
伸
び
を
期
待
で
き
な
い
重
工
業
生
産
を
発
展
さ
せ
、
抗
戦
の
物
質
的
基
礎
を

供
給
し
た
と
い
う
抗
戦
を
第
一
義
と
し
た
資
源
委
員
会
の
活
動
は
、
戦
時
と
い
う
状
況
の
中
で

は
、
十
分
に
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
戦
況
、
国
際
情
勢
の
最
も
厳
し
か
っ
た
四

二
年
ま
で
の
間
、
生
産
を
伸
ば
し
続
け
た
そ
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
の
で
あ
る
（
表
2

参
照
）
。

①
前
掲
『
資
源
委
員
会
榴
案
史
料
初
編
』
上
冊
、
二
二
～
二
三
頁
。

②
　
銭
昌
照
（
字
乙
黎
）
江
蘇
常
熟
人
、
一
八
九
九
年
生
ま
れ
、
一
九
一
九
年
イ
ギ

　
リ
ス
に
留
学
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
政
治
経
済
学
院
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
政

　
治
経
済
を
学
ぶ
。
冒
ン
ド
ン
大
学
時
代
に
は
ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
キ
に
師
事
。
帰
国

　
後
二
八
～
三
一
年
に
か
け
て
国
民
政
府
外
交
部
秘
書
、
文
官
慮
秘
書
、
教
育
次
長

　
を
歴
任
、
三
二
年
よ
り
国
防
設
計
委
員
会
副
秘
書
長
、
資
源
委
員
会
副
主
任
委
員

　
を
務
め
、
四
六
年
に
主
任
に
就
任
、
四
七
年
篭
民
政
府
を
離
れ
、
四
九
年
北
京
の

　
政
治
協
商
会
議
に
出
席
、
五
〇
年
政
務
院
財
政
経
済
委
員
会
計
画
量
器
局
長
、
そ

　
の
後
全
人
代
常
任
委
員
会
法
制
委
員
会
委
員
、
全
国
政
治
協
商
会
議
副
主
席
等
を

　
歴
任
、
一
九
八
八
年
十
月
北
京
に
お
い
て
死
去
。

③
銭
無
照
「
国
民
党
政
府
資
源
委
員
会
的
始
末
」
（
『
文
史
資
料
選
輯
』
第
十
五
輯
、

　
文
史
資
料
歌
聖
版
社
、
　
一
九
六
　
年
）
　
二
六
百
ハ
。
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④
国
防
設
計
委
員
会
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
軍
本
関
係
で
は
ド
イ
ツ
お
よ
び
日

　
本
の
軍
事
動
向
を
調
査
、
研
究
す
る
こ
と
、
国
際
関
係
に
つ
い
て
は
日
本
の
外
交

　
動
向
に
注
意
す
る
こ
と
、
財
政
経
済
に
つ
い
て
は
幣
制
改
革
の
試
案
を
作
成
す
る

　
こ
と
、
そ
し
て
専
門
人
材
に
つ
い
て
は
全
国
に
散
ら
ば
る
専
門
人
材
の
調
査
、
有

　
事
の
際
の
動
員
を
研
究
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
た
と
い
う
（
銭
昌
照
前
掲
著

　
二
八
頁
）
。
国
防
設
計
委
員
会
の
活
動
の
概
要
に
関
し
て
は
「
国
防
設
計
委
員
会

　
工
作
概
況
」
（
同
委
員
会
の
英
文
報
告
書
－
恐
ら
く
一
九
三
四
年
前
半
の
報
告

　
書
と
見
ら
れ
る
一
か
ら
の
翻
訳
、
『
民
国
福
案
』
　
一
九
九
〇
年
第
二
期
所
収
）

　
を
参
照
の
こ
と
。

⑤
　
前
掲
『
資
源
委
員
会
橘
案
史
料
初
編
』
上
冊
、
五
～
六
頁
。

⑥
　
翁
文
瀬
（
字
詠
電
）
漸
江
郷
県
人
、
一
八
八
九
年
生
ま
れ
、
清
末
に
ベ
ル
ギ
ー

　
留
学
、
一
九
＝
一
年
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
理
学
博
士
、
帰
国
後
地
質
研
究
所
所
員
、

　
北
洋
政
府
地
質
調
査
所
所
長
、
清
華
大
学
代
理
校
長
を
歴
任
、
三
二
年
国
防
設
計

　
委
員
会
秘
書
長
、
三
五
年
よ
り
資
源
委
員
会
主
任
委
員
を
務
め
る
。
三
八
年
経
済

　
部
部
長
、
四
八
年
行
政
院
院
長
、
四
九
年
総
統
府
秘
書
長
。
五
一
年
フ
ラ
ン
ス
よ

　
り
大
陸
に
帰
国
、
一
九
七
一
年
北
京
に
お
い
て
死
去
。

⑦
　
前
掲
『
資
源
委
員
会
疏
開
史
料
初
編
』
下
冊
、
八
五
三
～
八
五
五
頁
。

⑧
前
掲
程
三
軸
「
論
抗
日
戦
争
時
期
資
源
委
員
会
的
企
業
活
動
及
其
歴
史
作
用
」

　
お
よ
び
、
「
論
抗
日
戦
争
前
資
源
委
員
会
的
璽
工
業
建
設
計
画
」
を
参
照
の
こ
と
。

　
た
だ
し
、
程
麟
孫
論
文
は
資
源
委
員
会
の
プ
ラ
ス
面
を
や
や
誇
大
に
強
調
す
る
き

　
ら
い
が
あ
り
、
実
際
の
生
産
活
動
の
実
状
は
氏
の
指
摘
す
る
も
の
よ
り
も
や
や
粗

　
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

⑨
　
資
源
委
員
会
の
指
導
下
に
あ
る
重
工
業
を
中
心
と
す
る
生
産
部
門
は
、
一
九
四

　
五
年
に
は
十
二
部
門
、
一
二
八
企
業
（
陳
真
編
『
中
国
近
代
工
業
史
資
料
』
第
三

　
輯
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
六
一
年
、
八
八
二
頁
）
、
技
術
者
約

　
八
千
、
労
働
者
五
十
五
千
（
前
掲
『
資
源
委
員
会
瀬
案
史
料
初
編
』
上
農
、
一
二

　
五
頁
）
、
そ
し
て
戦
後
、
旧
日
本
資
産
を
接
収
し
た
後
に
は
、
労
働
者
二
〇
万
余

　
り
（
前
掲
銭
昌
照
著
、
三
四
頁
）
を
擁
す
る
中
国
最
大
の
国
家
資
本
企
業
体
と
な

　
つ
た
。

⑩
　
前
掲
『
中
国
近
代
工
業
史
資
料
』
は
資
源
委
員
会
が
強
引
に
地
方
鉱
山
の
吸
収

　
・
合
併
を
は
か
り
、
地
元
艮
営
企
業
家
の
反
対
を
招
い
た
と
し
て
い
る
（
第
三
輯
、

　
八
九
四
～
八
九
九
頁
）
が
、
吸
収
・
合
併
を
実
施
し
た
側
の
資
源
委
員
会
構
成
員

　
は
反
対
勢
力
を
、
企
業
家
で
は
な
く
土
豪
劣
紳
頑
固
勢
力
で
あ
り
、
生
産
向
上
を

　
随
害
し
て
い
た
張
本
人
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
劉
廷
芳
「
我
説
服
蒋
介
石
化

　
解
一
場
内
戦
危
機
一
記
両
広
寡
変
未
曾
公
開
的
一
段
内
幕
」
、
『
上
海
文
史
資
料

　
選
輯
臨
書
五
五
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
一
二
三
頁
）
。
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三
　
資
源
委
員
会
と
技
術
官
僚

　
南
京
政
府
時
期
に
は
資
源
委
員
会
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
経
済
建
設
の
た
め
の
専
門
機
関
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
八
年
に
張
人
傑
を

委
員
長
と
し
て
成
立
し
た
建
設
委
員
会
は
そ
の
活
動
を
電
力
、
採
鉱
に
限
定
し
て
い
た
と
は
い
え
、
委
員
会
内
に
相
当
数
の
若
手
技
術
者
を
抱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
、
主
に
江
漸
地
区
の
経
済
建
設
を
指
導
し
て
い
た
し
、
三
一
年
の
全
国
経
済
委
員
会
も
、
政
界
実
力
者
、
地
方
の
有
力
者
、
あ
る
い
は
企
業

家
、
銀
行
家
ら
が
多
く
参
集
し
、
各
界
代
表
に
よ
る
意
見
調
整
機
関
と
し
て
の
意
味
あ
い
が
強
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
執
行
部
に
気
鋭
の
農



南京政府時期の技術官僚の形成と発展（石川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

業
、
土
木
、
水
利
の
専
門
家
を
配
し
、
主
に
農
業
技
術
改
良
、
水
利
建
設
等
の
分
野
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
技
術
者
層

の
経
済
政
策
に
占
め
る
役
割
は
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
い
え
ぼ
、
三
五
年
に
成
立
し
た
こ
の
資
源
委
員
会
は
、
技

術
老
が
経
済
建
設
政
策
の
策
定
・
実
施
に
よ
り
深
く
関
与
し
て
い
く
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
国
防
を
含
め
た
広
義
の

重
工
業
、
鉱
業
を
対
象
に
設
置
さ
れ
た
専
門
家
集
団
的
経
済
建
設
機
関
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
資
源
委
員
会
が
戦
前
、
戦
中
を
通
じ
て
こ
れ
だ

け
の
大
規
模
な
経
済
建
設
に
着
手
し
得
た
こ
と
は
、
同
委
員
会
が
大
量
の
鉱
工
業
技
術
者
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
有
し
て
い
た
こ
と
を
抜
き
に
し

て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
さ
て
、
近
代
社
会
、
近
代
国
家
あ
る
い
は
国
民
国
家
の
創
生
の
過
程
に
は
、
複
雑
か
つ
専
門
的
な
諸
分
野
を
運
営
す
る
系
統
的
専
門
家
集
団

（
例
え
ば
法
律
家
、
外
交
官
、
軍
人
、
技
師
）
の
創
出
が
避
け
ら
れ
な
い
課
題
と
し
て
付
随
す
る
が
、
ま
が
り
な
り
に
も
北
伐
を
達
成
し
た
南
京
政

府
の
歴
史
的
使
命
は
反
共
主
義
に
よ
る
革
命
圧
殺
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
国
民
国
家
の
創
出
を
も
包
含
す
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
観
点
に
立
つ
時
、
技
術
者
集
団
が
政
策
立
案
者
・
執
行
者
と
し
て
行
政
機
構
中
に
参
加
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
国
民
政
府
下
の
国

民
統
合
に
よ
る
国
民
国
家
形
成
が
、
民
衆
レ
ベ
ル
に
達
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
戦
時
下
に
お
い
て
専
門
技
術
者
層
に
及
ん
で
い
た

こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
鉱
工
業
技
術
者
集
団
の
形
成
、
そ
し
て
専
門
技
術
者
の
行
政
機
関
参
加
の
結
果
と
し
て
の
資
源
委
員

会
を
見
て
お
こ
う
。

　
一
九
三
五
年
四
月
の
資
源
委
員
会
の
成
立
よ
り
一
九
四
九
年
の
最
後
の
改
組
ま
で
の
間
、
資
源
委
員
会
の
活
動
の
中
核
を
担
っ
た
「
委
員
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
専
門
委
員
」
と
呼
ば
れ
る
役
職
に
つ
い
た
者
は
、
現
在
調
べ
ら
れ
る
資
料
か
ら
二
二
七
人
の
名
前
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
約
八
○

％
に
あ
た
る
一
八
二
人
に
つ
い
て
は
そ
の
経
歴
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
覧
表
が
表
3
で
あ
る
。

　
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
主
要
委
員
の
ほ
と
ん
ど
が
鉱
工
業
関
係
の
専
門
家
で
あ
る
。
経
歴
の
わ
か
る
者
の
う
ち
の
八
四
・
一
％
を
鉱
工
業

関
係
の
専
門
家
が
占
め
、
七
・
一
％
が
経
済
・
統
計
の
専
門
家
で
あ
り
、
こ
の
両
者
で
資
源
委
員
会
の
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
（
表
4
）
。
資

源
委
員
会
が
専
門
技
術
者
を
核
と
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
鉱
工
業
関
係
の
技
術
者
の
中
で
は
採
鉱
冶
金
の
専
門
家
が
二
七
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表3　資源委員会主要委員一覧 （排音アルファベット順）

氏名 本籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江

蘇
東
田
県
西
東
東
海
西
江
江
建
蘇
蘇
騒
騒
蘇
東
江
蘇
～
江
蘇
蘇
蘇
北
南
南
蘇
龍
南
海
鼻
曲
建
川
南
蘇
西
湖
建
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拙
技
江
江
湖
河
河
江
黒
湖
上
貴
江
福
瓢
湖
江
江
広
福
江

江
広
江
安
山
広
広
上
江
断
漸
福
江
拙
技
江
江
山
漸
江

永
宝
鐸
灘
思
琳
荘
東
屏
輔
琳
観
無
法
畑
江
論
英
矩
蕪
婦
中
同
理
振
黄
縄
掛
勲
業
廉
中
同
出
猟
清
傑
治
賢
樹
墾
寿

可
国
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学　　歴

ベルリン工大

コーネル大

　　　　？

コロンビア大（経済博士）

シャルロッテンブルグ工学院

ルイジアナ大（機械工学）

コロンビア大（化学工業）

上海工業専門学校

　　　　？

南洋大学卒後米国で実習

東京高等工業学校

南洋大（電機系）

交通大卒地米属で実習

コロラド大（鉱業冶金修士）

M工丁，コPンビア大（修士）

ケンブリッジ大，グラスゴー大

東京帝大（鉱業冶金科）

ミュンヘン工大（機械博±）

二野工業専門学校

スイス留学・実習

アメリカ留学

トロウス大（仏・農学士）

ベルリン大

コーネル大（機械工学博士）

コーネル大（鉱業冶金）

グルノーブル大（仏・電機）

フ，t一ド工業大

オクラホマ大，ベルリン工大

　　　　？

秋田鉱山専門学校

エール大（哲学博士）

湖北自強学堂卒後ドィッへ実習

ミズーリ大（修士）

ベルリン工大

コーネル大（電機工学修士）

ヌシャテル大（スイス）

カリフォルニア工大，MIT
交通大（電機系）

カリフ，tルニア大（土木修士）

ペンシルバニア大

ペルリソ工大（機械科）

リーハイ大（米・鉱業冶金）

備　　考

交通大，光華大講師

交通大教授

温州海関監督

行政院統計主任

太原西北製鋼廠軽鋼部主任

建設委員会専門委員

中央大学，大夏大学教授

首都電廠丁関発電廠廠務主任

第一区特種鉱産管理嘘顧問

建設委員会電機廠総務課長

漸江電話局機械兼統計主任

置門電灯公司内籔主任

建設委員会電気露披師

実業部鉱業司司長

建設委員会潅南炭鉱局副局長

36年1月死亡

天河炭鉱準備慮主任

同済大教授

自県兵甲分疏技術員

昆明中央機器公司副総経理

　　　　？

東南大教授，養蚕業専門家

光学科学技術蕃業の創始者

中央大教授

中国工程師学会会員37年死亡

上海隅北水電公司電務工程師

建設委長田炭鉱局営運主任

35年資源委専員

黒龍江省政府農磧拙技正

南開大教授，38年経済部次長：

上海江南器機局技師長

耕作工学院採鉱学教授

中国工程師学会副会長

中国工程臨｝学会メソノミー

玉門，庫車油田の調査者

北京大，湖南大，漸江大教授

東方年三電光公司工程師

水力発電の専門家

建設委員会専門委員

南昌市電灯整理庭庭長

長沙高等工業学校鉱冶主任
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南京政府日寺期の技術官僚の形成と発展（石川）
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40

R9

R8

R6

R5

坙
ﾚ
～
菊

ウィスコンシン大（燃料学）

マルコー二学院（英・無線電）

パーデユー大（米）

ピッツバーグ大（化学工業博士）

天津北洋大学（鉱業冶金系）

天津北洋大学（鉱業治金糸）

ダラム大（英・鉱業冶金修士）

マンチェスター大（土木）

ケンブリッジ大，英国物理研究院

北平大（機械系）

MIT（機械科）
ロンドン大

グラスゴー大（機械造船工学）

り一ハイ大（米・鉱業冶金修士）

レソサラー理工学院（米）

南囲大（鉱業冶金系）

シェフィールド大（英）

北京大（経済系）

　　　　？

北洋大（鉱業冶金系）

交通大（機械系）

コロンビア大

オハイオ大（採鉱冶金修士）

ロンドン政治経済学院

＃ヒ京コこ業専野7学校　（化学工業）

ミネソタ大（鉱業冶金科）

コロンビア大（工学博士）

コロンビア大（化学工業）

ミシガン大，ミネソタ大

ミュンヘン工大

Pンドン大，オックスフォード大

μンドン火（採鉱冶金）

コーネル大（土木工学修士）

ロンドン科学工業学院

上海工業専門学校

インターナショナル・コレスポンデ
ィソグ・スクール（米）

ウィスコンシン大（化学工業博±）

ドレスデン大（工学博土）

オハイオ大，ルイジアナ大

ミシガン大（機械工学）

ロンドン大（哲学博士）

コロンビア大，コーネル大

ベルリン大（化学工学科）

　　　　？

コロラド州鉱学院

中国地理調査会主任化学技師

上海亜州電器公司無線電主任

上海華商水泥公司工程備

中央研究院化学研究所研究員

北洋大教畏

翼北金鉱公司畷廠工程主任

磁西中和煤頭公司日経理

津浦鉄道工程司

金陵大，武漢大教授

青島大教授

湖南地質調査所所長

交通大教授

山西大教授

復旦大教授

抗日聴永利籔撤収を指揮

穴櫓囲炭鉱公司製鉄廠工程師

四川省政府財政庁庁長

34年中福炭鉱公司秘書

湖南アルミ製錬口口工程師

湖南省建設設計委員

湘郷恩口煤鉱局長

38年工鉱調整威総務組長

中口建華機製油漆公司工程師

雲南省政府朝畑庁師長

無線電の専門家

中央研究院化学研究所研究員

上海商学院教員（会計学）

蒋介石の晶晶秘書

資源委員会実務費任甲

兵工署材料試験庭冶金組主任

中醐工程師学会総幹事

武漢大教授

上海工：務局技師

蘇院魯鯛匪総司令軍需腿勤務

大品大，復二大教授

銭昌照の義兄

交通大，清華大教授49年死亡

清華大，交通大，山東大教授

資源委員会中湘炭鉱局局長

文革晶出少奇一派として失脚

焦作工学院採鉱冶金系教授
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コロンビア大，スタンプ，t一ド大

東京帝大（経済科）

ドレスデン工科大学（独）

湖南工業専門学校

ウィスコンシン大（理学修士）

ミュンヘン大

ミシガン大（鉱業冶金科）

コロンビア大（鉱業冶金科）

M工r
カリフォルニア大，コロンビア大

北洋大（鉱業冶金系）

り一ハイ大（米・鉱業冶金修士）

ハーバード大，コロンビア大

コーネル大（土木修士）

天津北洋大（鉱業冶金系）

ナンシー大（仏・電気通信）

シェフィールド大（英・冶金）

　　　　？

ルーヴァン大（ベルギー・理学博士）

コロンビア大（修士）

コロンビア大（化学工業）

コPtンビア大（修士）

漣江大卒後アメリカに実習

南洋大（機械系）

シカゴ大（千曳学博士）

陸軍：部上海兵工学校

中央大

清華大卒八十国留学（貿易）

M王T（化学工学修士）

コーネル大（土木修士）

中央大学

ミシガン大

ジUン・ホプキンス大（博士）

アメリカ留学

ベルリン工大（採鉱科）

ハーバード大（電信・修士）

MエT（化学工業・置土）

MIT（化学工業）

イリノイ大

南洋大（機械系）

MIT（化学工業・博士）

ピッツバーグ大（鉱業冶金・博士）

ハーバード大（電機修士）

中央大卒後アメリカで実習

M工T（土木工学）

ローマ大，カロル大（伊）

中国工程師学会理事

38年資源委経済研究室主任

湿糠大使館商務参事

醗陵石門炭鉱工程主任

；難題工学院教授

中央研究院研究員

中福炭鉱公司薩長

太原西北製鋼廠製鋼藩主任

交通大教授，無線電の専門家

ワトントン会議中国全権顧問

大通炭鉱公司総工程師

範平鋼鉱公司総工程師

46年資源委専門委員

捲漢鉄道株翻工程局工程師

翼北金鉱鉱長

四川大学教授

上海新和製鋼藩王籔長

47年北票炭鉱公司総経理

著名な地質学者

中央研究院研究員

北京師範大化学教授

40年中央銀行経済研究慮員

漸江省公路局機械工程師

金陵大，清華大教授

イヒ学コ＝業実業家

46年資源委主任秘魯

資源委国外貿易事務所秘書

35年資源委専門委員

醗海鉄道辮公署工程秘書

実業法鰯専門家

高等警察学校教授

交通大，清華大，南開大教授

首都騒擾莚戸課長

鉱業冶金工程学会理事

漸江大，南開大教授

化学工程学会長，交通大教授

中央大学教授，石油学の権威

東南大，北京女子大教授

建設委員会委員

東北大教授，中国工程師学会

資源採鉱の権威

建設委員会専門委員

総統単機要秘磐

NY鉄道会社設計士

鉄道部技術顯間，東呉大教授
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南京政府時期の技術官僚の形成と発展（石川）
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，
，

5
4
4
4
3
4
3
3
3
4
4
4
4
3
4
3
4
4
4
3
4
5
4

1
8
9
7
7
2
3
0
0
0
2
5
9
6
5
6
1
2
5
2
7
G

4
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
4
4
3
4
3
4
3
4

シカゴ大（哲学博士）

京都帝大（採鉱冶金）

オクラホマ大（石油鉱業学）

ベルリン大，のちアメリカ留学

南洋大卒後アメリカに実習

ベルリン工大（機械）

パーデユー大（米・機械）

ペンシルバニア大（建築学修士）

中央大（化学工学系）

パーデュー大（米・電機）

ミュンヘン大（修士）

シカゴ大（化学科）

コPtラド心学二

二洋大（電機工学科）

ウaスコソシソ大（電機科）

青島大

シラキュース大（米・航空測量）

ロンドン大（一説に留米）

南洋大（電機）卒後英国で実習

交通大（電機系）

コロラド大，ロンドン大（鉱業冶金）

ハーバード大

ベルリン醸造学院

イリノイ大，コロンビア大（電機）

エジンバラ大（商学）

ミシガン理工大学（科学博±）

南京高等師範学校文史部

パーデュー大（米・機械）

アイオワ大，プリンストン大

ローウェル紡績学院（米）

南通学院（紡績系）

ミシガン大（採鉱学専攻）

交通大（電機系）

ユユーヨーク工業大

北洋大（鉱業冶金系）

ノースウエスト大（商学部）

ハーバード大（二曲工学修±）

　　　　？

ウ．t一セスター科学技衛研究所（米）

北洋大（土木系）

北平大（化学工学系）

アメリカ留学（機械学を専攻）

シュツットガルト大（独）

マルコー二学院（英）

ベルリン工大（採鉱専攻）

パーデュー大（米・機械修士）

北京大，光華大物理教授

漢冶藩公司技師，広西大教授

玉門油田畷障囲

資源委企業の大陸残留を推進

平漢鉄道総務虚副庭日

中国工程師学会主要会員

中央大教授

基泰工程曲事務所建築師

当今鉄道機務山盛学検査師

首都電廠工程駄

駄国地質挙中耳師長

東北大，河北省工業学院教授

フィリピン華僑出：身

杭州第三中山大学助教授

漸江公立工業専門学校教授

中国地理調査所技師

湖南大教授

上海国際電台管理工程師

江西第二中学高中部主任

採鉱の専門家

中国銀行経済研究竃主任

アルコール工業の専門家

建設委員会電業科技正

中央大，光華大，交通大教授

南開大応用科学研究所所拝

中央大地理学教授

藩陽大昌実業公司工程師

北平大教授，鉄道部秘雷

42年資源委専門委員

中福炭鉱公司里長　46年死亡

首都電義甲務主任

中豆炭鉱公司醸業晒主任

平静炭鉱公司蕨長

江蘇省財政庁長

建設委員会設計委員

のち天津化学工業公司総経理

京涯i鉄路電工課長

上海華敬公司工程師

上海機械コ＝業界のリーダー

交通部無線管駿技師長

資源委系企業の台湾移転推進

民生実業公司機綴廠長

陸
湾
陸
陸
p
湾
湾
陸
陸
～
陸
湾
陸
圏
陸
p
陸
圏
～
陸
～
～
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
湾
～
湾
p
p
～
～

大
台
大
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
台

　
　
　
台
台
大
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
大
台
大
台
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台

　
　
p
湾
国
陸

2
湾

　
　
　
台
米
大

　
台

p
p
p
陸
湾
陸
湾
p

大
台
大
台

13　（167）



朱玉器

荘乗権

荘前鼎

北
蘇
蘇

河
江
江

8
1
8

0
σ
4
0
◎

ヴァージニア大（鉱業冶金博士）

レンサラー理工学院（米・土木）

コーネル大，M工T（化学工業修士）

鉱業冶金研究所所長

建設委員会土木技正

清華大機械系主任

陸
p
陸

大
大

＊年齢はいずれも1940年当時

表4　資源委員会主要委員専門別内訳（全：182人）

㎜・鉱工業彗・経済・統計□ その他

表5　資源委員会主要委員鉱工業専門家内訳（全153人）

5．9％

㎜・採鉱・冶金爵離

翻・土木園・瀕魂

呼・灘霧・化学

その他
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南京政府時期の技術官僚の形成と発展（石川）

表6　資源委員会主要委員留学先別内訳（全175人）

2．3％

1．7％

2．8％

：日本圏ドィ・

震幅

目・イギリ・

□・その他

㎜・アメリカ

麟・フラ・ス

・
五
％
、
電
機
が
一
七
・
六
％
、
機
械
が
一
六
・
三
％
、
化
学
工
業
が
一
五
・
七

％
、
土
木
が
九
・
二
％
を
占
め
て
お
り
（
表
5
）
、
資
源
委
員
会
の
建
設
分
野
で
あ

る
鉱
業
、
鉄
鋼
、
電
力
と
重
な
り
合
う
の
で
あ
る
。

　
次
に
学
歴
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
圧
倒
的
多
数
が
留
学
経
験
者
で
あ
る
。
な
か

で
も
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
割
合
が
群
を
抜
い
て
高
い
の
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

学
歴
の
わ
か
っ
て
い
る
者
（
一
七
六
人
）
だ
け
に
絞
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
九
四
％
が

大
学
以
上
の
学
歴
を
持
ち
、
留
学
経
験
者
は
八
二
・
四
％
に
達
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
ア
メ
リ
カ
留
学
生
が
全
体
の
五
三
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
以
下
の
イ
ギ

リ
ス
留
学
の
一
一
・
九
％
、
ド
イ
ツ
留
学
の
一
〇
・
二
％
、
日
本
留
学
の
二
・
八

％
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
（
表
6
）
。
資
源
委
員
会
に
結
集
し
た
こ
れ
ら
の
人

材
は
当
時
の
中
国
に
お
い
て
望
み
う
る
最
高
の
質
を
持
っ
た
技
術
者
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
の
高
級
技
術
老
と
は
ア
メ
リ
カ
留
学
生
を
大
き
な

母
体
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
資
源
委
員
会
自
体
も
発
足
以

後
、
積
極
的
に
国
内
の
大
学
の
工
科
系
卒
業
生
を
採
用
し
、
ア
メ
リ
カ
に
送
り
出

し
、
留
学
さ
せ
て
い
た
。

　
高
等
教
育
の
整
備
の
遅
れ
た
近
代
中
国
に
お
い
て
は
留
学
は
人
材
養
成
の
切
り

札
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
四
九
年
の
新
中
国
成
立
ま
で
は
、
高
級
技
術
者
と
い
え

ぼ
ほ
と
ん
ど
が
留
学
経
験
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
資
源
委
員
会
構
成
員
の
学
歴
は

そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
留
学
が
中
国
の
科
学
技
術
人
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材
の
養
成
に
直
接
的
に
寄
与
し
て
い
た
こ
と
が
資
源
委
員
会
構
成
員
の
経
歴
か
ら
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
を

中
心
に
留
学
を
し
た
五
四
時
期
の
中
国
に
は
、
「
民
主
」
と
と
も
に
「
科
学
」
が
叫
ば
れ
な
が
ら
も
、
「
先
駆
者
」
と
呼
ば
れ
る
少
数
の
科
学
技

術
者
が
各
地
に
散
在
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
五
年
に
資
源
委
員
会
が
成
立
す
る
頃
に
は
鉱
工
業
高
級
技
術
者
だ
け
で
も
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

百
人
を
動
員
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
そ
の
背
後
に
お
よ
そ
二
万
人
に
上
る
と
見
ら
れ
る
技
術
者
集
団
を
持
つ
に
至
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

南
京
政
府
時
期
を
通
じ
、
近
代
化
の
前
提
と
な
る
専
門
家
集
団
が
鉱
工
業
分
野
に
お
い
て
初
歩
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
資
源
委
員
会
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
軍
事
委
員
会
に
属
す
る
組
織
の
ゆ
え
を
も
っ
て
こ
れ
を
「
作
戦
に
最
も
関
係
の
あ
る
軍
部
中
の
中
堅
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
「
軍
事
委
員
会
所
属
の
若
手
将
校
を
中
心
と
す
る
」
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
体
質
」
を
持
つ
組
織
で
あ
っ
た
、
と
考
え
た
り
、
あ
る
い
は
名
目
上

の
責
任
者
で
あ
っ
た
三
文
瀕
と
政
学
系
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
「
資
源
委
員
会
は
政
学
系
幹
部
で
構
成
さ
れ
、
完
全
に
そ
の
手
に
帰
し
て
い
た
」

　
　
　
　
⑥

と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
当
た
っ
て
い
な
い
。
表
3
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
資
源
委
員
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
は
軍
人
出
身

者
は
い
な
い
し
、
翁
文
瀕
に
し
て
も
政
学
系
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
は
い
え
、
彼
は
実
質
上
の
責
任
者
で
は
な
く
、
ま
た
一
般
に
は
政
学
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
い
う
よ
り
、
「
学
者
従
政
派
」
、
つ
ま
り
は
著
名
な
学
者
で
あ
り
な
が
ら
政
府
の
要
職
に
就
い
た
人
た
ち
の
一
人
と
見
ら
れ
て
い
た
。
資
源
委

員
会
が
軍
事
委
員
会
直
属
の
非
公
開
組
織
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
資
源
委
員
会
の
担
当
す
る
鉱
業
、
重
工
業
が
国
防
に
密
接
な
関
係

を
有
す
る
と
い
う
要
因
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
こ
の
専
門
機
関
を
外
部
か
ら
の
干
渉
（
例
え
ば
国
民
政
府
内
部
の
派
閥
抗
争
）
の
外
に
置
こ

う
と
し
た
蒋
介
石
、
銭
昌
照
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
結
果
だ
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
実
業
部
長
と
し
て
、
あ
る
い
は
注
精
衛
の

片
腕
と
し
て
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
宋
子
文
や
將
介
石
と
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
た
陳
公
博
は
後
年
、
回
想
録
の
中
で
資
源
委
員
会
に
触
れ
て
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
彼
ら
（
濤
介
石
の
腹
心
た
ち
を
指
す
一
引
用
者
注
）
は
早
速
蒋
先
生
に
具
申
し
て
軍
事
委
員
会
の
中
に
資
源
委
員
会
を
こ
し
ら
え
た
。
切
れ
者
の
銭
昌
照

　
　
先
生
は
蒋
先
生
の
た
め
に
大
勢
の
専
門
人
材
、
例
え
ば
丁
文
江
、
翁
文
瀬
ら
を
引
っ
張
っ
て
き
て
、
み
な
軍
事
委
員
会
の
纂
下
に
網
羅
し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
こ
の
資
源
委
員
会
は
専
ら
実
業
部
を
困
ら
せ
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
…
…
。
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南京政府蒔期の技術官僚の形成と発展（石川）

　
つ
ま
り
、
資
源
委
員
会
と
い
う
急
務
を
抱
え
る
機
関
を
、
政
敵
で
あ
る
注
精
衛
一
派
が
関
与
で
き
な
い
軍
事
委
員
会
へ
置
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
抗
日
戦
争
が
勃
発
し
、
抗
戦
を
唱
え
る
蒋
介
石
が
完
全
に
注
精
衛
派
を
国
民
政
府
内
に
お
い
て
駆
逐
す
る
三
八
年
に
な
っ
て
か

ら
、
同
委
員
会
が
公
開
組
織
と
な
っ
た
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
資
源
委
員
会
を
、
単
に
注
精
衛
一
派
か
ら
の
干
渉

の
外
に
置
く
だ
け
で
な
く
、
政
争
の
弊
害
か
ら
超
越
し
、
蒋
介
石
に
直
属
す
る
純
技
術
者
の
組
織
た
ら
し
め
よ
う
と
い
う
意
図
は
早
く
も
三
二

年
の
国
防
設
計
委
員
会
設
立
当
時
に
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
蒋
介
石
が
同
委
員
会
の
秘
書
長
と
し
て
陳
立
夫
、
陳
果
夫
の
伯
父
に
あ
た
る
国
罠

政
府
官
僚
陳
其
孚
を
提
案
す
る
と
銭
昌
照
は
そ
れ
を
断
り
、
代
わ
り
に
著
名
な
地
質
学
者
で
あ
っ
た
翁
文
瀕
を
秘
書
長
に
推
し
、
そ
れ
を
実
現

　
　
　
　
⑨

さ
せ
て
い
る
。
資
源
委
員
会
構
成
員
の
内
訳
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
指
向
は
国
防
設
計
委
員
会
が
三
五
年
に
資
源
委
員
会
に
改
組
さ

れ
て
も
貫
か
れ
た
。
日
本
と
の
関
係
が
、
日
本
の
華
北
工
作
を
機
に
急
速
に
悪
化
し
て
い
た
当
時
の
状
況
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
蒋
介
石

が
国
防
建
設
の
た
め
の
専
門
機
関
の
順
調
な
活
動
を
切
望
し
て
い
た
こ
と
は
あ
な
が
ち
虚
飾
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
資
源
委
員
会
に

結
集
し
た
専
門
人
材
を
自
分
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
お
き
た
い
と
い
う
蒋
介
石
の
政
治
的
思
惑
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

付
言
す
る
と
、
銭
昌
照
ら
は
抗
β
戦
争
勃
発
の
後
も
、
国
民
党
の
支
部
を
資
源
委
員
会
内
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
陳
立
夫
、
陳
果
夫
ら
C
C
派

の
も
く
ろ
み
に
反
対
し
、
数
度
に
わ
た
っ
て
党
官
僚
の
委
員
就
任
を
拒
否
し
、
技
術
人
材
の
組
織
と
し
て
の
独
自
性
を
あ
く
ま
で
も
保
持
し
て

　
⑩

い
る
。
こ
の
こ
と
は
抗
日
戦
争
終
結
ま
で
の
間
、
資
源
委
員
会
が
鉱
工
業
建
設
、
生
産
の
実
質
的
執
行
機
関
で
あ
り
続
け
た
大
き
な
要
因
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
資
源
委
員
会
は
高
級
技
術
者
を
中
心
と
す
る
技
術
官
僚
の
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
資
源
委
員
会
が
机
上
の
計
画
か
ら
一
歩

進
ん
で
実
際
の
建
設
・
生
産
に
着
手
し
え
た
一
大
要
因
で
あ
っ
た
。
だ
が
他
方
、
そ
の
設
立
に
は
国
民
政
府
の
巨
頭
で
あ
っ
た
蒋
介
石
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
は
黄
郭
と
い
っ
た
人
物
と
の
私
的
な
関
係
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
、
蒋
介
石
を
中
心
と
す
る
国
民
政
府
首
脳
の
後
楯
が
あ
れ
ば
こ
そ
実
業

部
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
力
を
持
ち
え
た
の
で
あ
る
と
い
う
一
面
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
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①
　
建
設
委
員
会
は
三
八
年
一
月
、
資
源
委
員
会
に
吸
収
さ
れ
る
。
建
設
委
員
会
に

　
つ
い
て
は
下
樋
蓮
の
専
著
『
建
設
委
員
会
十
年
』
が
あ
る
と
い
う
が
未
見
で
あ
る
。

　
同
委
員
会
が
少
壮
の
技
術
者
を
抱
え
て
い
た
こ
と
は
『
建
設
委
員
会
公
報
』
よ
り

　
う
か
が
え
る
。

②
　
全
國
経
済
委
員
会
に
つ
い
て
は
川
井
悟
「
全
国
経
済
委
員
会
の
成
立
と
そ
の
改

　
組
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
〇
巻
四
号
、
一
九
八
二
年
）
を
参

　
照
の
こ
と
。

③
資
源
委
員
会
委
員
、
専
門
委
員
の
氏
名
は
、
主
に
前
掲
『
資
源
委
員
会
橿
案
史

　
料
初
編
』
下
冊
、
第
九
章
「
資
源
委
員
会
及
付
属
機
構
之
人
事
」
、
お
よ
び
『
資

　
源
委
員
会
公
報
隔
各
号
の
委
員
会
人
事
熟
寝
欄
に
よ
っ
た
。
ま
た
そ
の
学
歴
、
略

　
歴
等
は
、
外
務
省
情
報
部
『
現
代
中
華
民
国
・
満
州
帝
国
人
名
鑑
』
（
東
亜
同
文

　
会
、
一
九
三
七
年
）
、
霞
由
会
編
刊
『
現
代
中
国
人
名
辞
典
・
一
九
六
六
年
版
』
、

　
『
岡
一
九
入
二
年
版
』
、
橋
川
時
雄
編
『
中
国
文
化
界
人
物
総
鑑
』
（
中
華
法
令
編

　
印
館
、
一
九
四
〇
年
）
、
毫
ご
．
軌
§
。
§
O
ミ
噛
ミ
㌦
ヒ
尊
上
進
士
愚
ミ
霧
澱
O
ミ
蕊
恥
3

　
ω
8
9
μ
α
－
ω
晒
首
目
島
賦
9
戸
（
中
国
名
人
録
）
1
～
5
（
雨
渓
書
舎
復
刻
版
、
一
九

　
七
三
～
一
九
七
四
年
）
、
資
源
委
員
会
編
『
中
国
工
程
人
名
録
』
（
商
務
印
書
館
、

　
一
九
四
一
年
）
等
に
よ
っ
た
。

④
　
資
源
委
員
会
が
、
国
防
設
計
委
員
会
の
あ
と
を
う
け
て
編
集
を
継
続
し
、
一
九

　
四
一
年
に
出
版
し
た
『
中
国
工
程
人
名
録
』
に
は
二
万
人
余
り
の
中
国
人
鉱
工
業

　
技
術
者
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
前
掲
石
島
紀
之
「
国
境
党
政
権
の
対
日
抗
戦
力
…
重
工
業
建
設
を
中
心
に

　
一
」
四
〇
～
四
＝
員
。
な
お
石
島
の
拠
っ
て
い
る
資
料
で
あ
る
須
磨
弥
吉
郎

　
「
日
支
関
係
の
現
状
及
び
将
来
」
一
一
九
三
七
年
三
月
十
五
肩
、
工
業
倶
楽
部

　
で
の
講
演
（
陽
現
代
史
資
料
』
八
「
日
中
戦
争
1
」
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
、

　
四
〇
七
頁
）
に
銭
愚
照
と
と
も
に
資
源
委
員
会
の
指
導
的
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ

　
て
い
る
「
課
延
齢
の
甥
、
謀
闘
先
」
な
る
人
物
は
実
在
せ
ず
、
恐
ら
く
画
伯
羽

　
（
伯
羽
は
字
、
名
は
翔
、
誕
延
團
の
長
子
）
の
間
違
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
諌
伯
羽

　
は
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
が
あ
り
、
蒋
介
石
の
許
に
親
し
く
出
入
り
し
て
い
た
と
い

　
う
（
齊
植
跳
「
国
民
政
府
経
済
部
十
年
旧
聞
述
略
」
『
天
津
文
史
資
料
選
輯
』
第

　
七
輯
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
○
年
、
一
七
三
頁
）
。

⑥
菊
池
　
隆
「
重
慶
敷
府
の
戦
時
経
済
建
設
」
「
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
、
一

　
九
八
＝
牛
、
一
七
三
頁
）
。

⑦
前
掲
齊
植
瀦
「
国
民
政
府
経
済
部
十
年
旧
聞
述
略
」
｝
七
六
～
一
七
七
頁
。
齊

　
に
よ
れ
ば
蒋
介
石
の
母
は
翁
文
選
の
乳
母
で
あ
り
、
二
人
は
そ
の
関
係
で
大
変
に

　
親
密
で
あ
っ
た
と
い
う
。

⑧
　
陳
公
博
著
、
注
瑞
洞
等
編
註
『
苦
笑
録
－
陳
公
博
召
継
（
一
九
二
五
～
一
九
三

　
六
）
』
（
香
港
大
学
亜
州
研
究
中
心
、
一
九
七
九
年
）
三
三
二
頁
。

⑨
前
掲
銭
昌
照
「
圏
民
党
政
府
資
源
委
員
会
的
始
末
」
二
七
頁
。

⑩
同
前
三
七
頁
。

＠
　
銭
昌
照
の
央
人
で
あ
る
沈
景
平
は
、
国
民
党
の
重
鎮
黄
郭
の
夫
人
沈
景
英
の
妹

　
に
あ
た
り
、
銭
昌
照
と
黄
郭
と
は
義
理
の
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
（
沈
鐘
『
沈
治

　
自
述
』
、
伝
記
文
学
叢
芝
之
八
六
、
伝
記
文
学
出
版
社
、
㎝
九
八
五
年
、
十
一
頁
）
。

　
ま
た
黄
郭
と
蒋
介
石
、
張
群
と
は
黄
を
長
兄
と
す
る
義
兄
弟
の
聞
柄
に
あ
っ
た
か

　
ら
、
い
わ
ば
銭
昌
照
と
蒋
介
石
も
「
身
内
」
属
止
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
関

　
係
で
銭
昌
照
の
国
防
設
計
委
員
会
創
設
の
具
申
も
容
易
に
蒋
介
石
の
裁
可
を
得
た

　
の
だ
ろ
う
。
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四
　
申
国
技
術
者
層
の
系
譜
（
一
）
一
五
四
と
留
学

資
源
委
員
会
構
成
員
に
代
表
さ
れ
る
近
代
中
国
の
技
術
者
は
自
然
発
生
的
に
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
彼
ら
が
青
年
期
を
過
ご
し
た
五
四



南京政聯寺期の技術官僚の形成と発展（石川）

時
期
の
中
国
の
思
潮
、
留
学
期
の
経
験
、
そ
し
て
国
民
政
府
成
立
、
日
本
の
脅
威
の
増
大
、
こ
れ
ら
全
て
が
中
国
の
技
術
者
層
を
形
成
す
る
上

で
、
ま
た
技
術
者
の
抱
い
て
い
た
思
想
を
形
成
す
る
上
で
、
触
媒
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
っ
た
。

　
五
四
運
動
は
、
中
圏
に
お
け
る
社
会
主
義
運
動
に
と
っ
て
出
発
点
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
中
国
の
技
術
者
層
形
成
の
エ
ポ
ッ
ク
で
も
あ
っ

た
。
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
の
ち
に
技
術
者
と
な
る
青
年
と
、
　
の
ち
に
共
産
党
指
導
老
と
な
る
青
年
の
出
発
点
は
と
も
に
五
四

運
動
で
あ
っ
た
。
前
記
の
覆
面
、
庫
震
、
細
身
植
だ
け
で
な
く
、
資
源
委
員
会
の
構
成
員
の
う
ち
約
半
数
は
五
四
運
動
期
に
北
京
、
上
海
、
南

京
等
の
大
学
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
多
く
が
実
際
に
な
ん
ら
か
の
形
で
運
動
に
参
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
抗
日
戦
争
勃
発
直
後
に
江
漸
地
区

の
民
営
企
業
の
奥
地
移
転
を
直
接
指
揮
し
た
林
金
事
は
、
五
四
運
動
期
に
北
京
大
学
学
生
と
し
て
五
・
四
、
六
・
三
の
二
度
の
デ
モ
に
参
加
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

六
・
三
デ
モ
で
は
デ
モ
指
導
老
と
し
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
資
源
委
員
会
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
孫
越
崎
（
原
名
孫
銃
鱗
）
は
五
四
運
動

時
期
に
天
津
の
北
洋
大
学
学
生
会
会
長
と
し
て
活
躍
し
、
学
生
運
動
で
の
活
動
が
原
因
と
な
っ
て
北
洋
大
学
の
退
学
処
分
に
あ
い
、
蒙
元
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
か
ら
い
で
北
京
大
学
に
移
っ
た
経
歴
を
持
つ
。
沈
恰
も
ま
た
露
華
大
学
在
学
中
に
同
大
学
の
学
生
会
副
会
長
と
し
て
五
四
運
動
に
参
加
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
ち
に
五
四
時
期
の
最
大
の
青
年
組
織
で
あ
る
少
年
中
国
学
会
に
加
入
し
て
い
る
。
少
年
中
国
学
会
の
名
簿
だ
け
で
言
っ
て
も
、
鵬
翼
、
揮
震
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

王
崇
植
の
ほ
か
に
も
湯
元
吉
、
楊
鍾
健
、
興
起
期
、
雷
宝
華
ら
の
ち
の
資
源
委
員
会
構
成
員
の
名
前
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
五
四
運
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
そ
の
後
に
欧
米
に
留
学
し
た
資
源
委
員
会
構
成
員
は
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
彼
ら
を
留
学
に
駆
り
立
て
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
五
四
時
期
に
大
量
に
紹
介
さ
れ
た
欧
米
の
科
学
思
想
の
影
響
と
、

民
衆
運
動
と
し
て
の
五
四
運
動
が
一
段
落
し
た
後
に
中
国
の
学
生
間
に
広
ま
っ
た
実
践
活
動
へ
の
衝
動
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
運
動
と
し
て
の
五
四
運
動
の
急
進
部
分
は
「
主
義
の
高
談
」
か
ら
離
れ
て
、
ま
も
な
く
「
工
専
互
助
団
運
動
」
等
の
独
自
の
実
践
運
動
に

踏
み
込
み
、
や
が
て
当
時
中
国
に
急
速
に
流
入
し
た
社
会
主
義
学
説
の
触
媒
を
得
て
、
労
働
運
動
か
ら
共
産
主
義
運
動
の
実
践
へ
と
旋
回
し
て

い
っ
た
。
一
般
に
こ
の
こ
と
は
五
四
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
勝
利
と
し
て
宣
揚
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
の
実
践
へ
の
志
向
が
具
体

的
な
技
術
の
習
得
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
も
こ
の
時
期
に
は
並
行
し
て
見
受
け
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
工
学
、
科
学
技
術
を
求
め
て
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表7　中国人米團留学生の推移
　　　　　　　（1900～1949年）

年 高等撒育機関入学者数

肛
㎜
眼

1，057

1，994

1，638

　977

1，054

1．064

4，675

5，132

1900～1904年

1905～1909年

1910～1914年

1915～1919年

1920～1924年

1925～1929年

1930～1934年

1935～1939年

194e－v1944tEII

1945～1949年

　　未詳

　合計　1　18・548
出典：阿部洋「中国人のアメリカ留学」

（『米中教育交流の軌跡』，叢山会，1985

年）4頂

（
と
も
に
の
ち
中
共
党
員
）
ら
の
慰
留
を
受
け
た
時
の
心
境
を
、

　
　
　
私
は
そ
の
時
、
彼
ら
の
話
を
聞
い
て
と
て
も
感
動
し
、
以
後
私
の
主
張
は
彼
ら
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
す
。

　
　
革
事
業
に
関
わ
る
に
は
ど
う
し
て
も
自
分
で
備
え
て
お
く
べ
き
い
く
つ
か
の
資
格
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
て
詳
し
く
述
べ
た
こ
と
で
す
。
私
自
身
は
今
は
し
っ
か
り
と
自
分
の
考
え
を
打
ち
た
て
、

　
　
絶
対
に
そ
れ
に
加
わ
る
つ
も
り
で
す
。
も
し
そ
の
よ
う
な
活
動
が
な
い
な
ら
ば
、

　
　
学
ん
で
い
る
の
は
土
木
で
あ
り
、
将
来
鉄
道
建
設
の
仕
事
に
従
事
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
そ
し
て
も
し
も
そ
れ
も
か
な
わ
な
け
れ
ば
自
分
の
考
え
て
い
る
建
築
師
に
な
り
ま
す
。

　
彼
ら
は
政
治
活
動
が
必
ず
し
も
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
し
っ
か
り
し
た
技
能
な
り
、
技
術
な
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

持
た
な
い
の
で
あ
れ
ぼ
中
国
の
改
革
は
で
き
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
留
学
は
多
く
実
用
科
学
の
国
ア
メ
リ
カ
を
目

指
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
留
米
経
験
を
持
つ
中
国
技
術
者
の
大
量
形
成
が
幕
を
上
げ
る
の
で
あ
る
。

留
学
し
て
い
っ
た
者
た
ち
が
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
念
頭
に
あ
っ
た

　
も
の
は
「
欧
米
先
進
国
の
持
つ
科
学
的
思
考
、
科
学
技
術
を
中
国
に
取
り
入
れ

　
る
こ
と
こ
そ
中
国
の
変
革
に
必
要
で
あ
る
」
と
す
る
科
学
救
国
、
あ
る
い
は
技

　
術
救
国
と
呼
ば
れ
る
思
想
で
あ
っ
た
。
五
四
時
期
の
社
会
主
義
思
想
の
流
行
に

　
よ
っ
て
こ
れ
ら
思
想
が
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
五
四
運

　
動
以
後
に
、
留
学
生
の
数
が
急
激
に
増
え
（
表
7
参
照
）
、
留
学
が
一
種
の
流
行

　
と
な
っ
た
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
科
学
救
国
、
技
術
救
国
の
思
想
が
か
な
り
広
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
な
青
年
に
意
識
さ
れ
て
い
た
表
れ
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
中
の
一
人
、

　
沈
恰
は
留
学
に
あ
た
っ
て
中
国
少
年
学
会
の
友
人
で
あ
っ
た
郡
中
夏
、
劉
仁
静

当
時
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
、
こ
の
種
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
す
で
に
月
刊
上
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
将
来
も
し
も
計
画
的
な
組
織
的
な
活
動
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
も
う
決
し
て
一
人
で
い
い
加
減
な
生
活
は
し
な
い
つ
も
り
で
す
。
私
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
も
そ
れ
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
都
市
改
造
の
仕
事
に
、

　
　
　
　
　
　
　
⑥
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前
述
の
よ
う
に
中
国
の
技
術
者
層
の
形
成
は
ア
メ
リ
カ
留
学
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
以
下
、
ア
メ
リ
カ
留
学
と
中
国
技
術
者
層
形
成

の
過
程
を
見
て
み
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
特
徴
は
何
よ
り
そ
の
質
が
高
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
実
学
と
呼
ば
れ
る
工
学
、
経
済

学
の
専
攻
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
留
学
に
つ
い
て
は
、
清
華
学
校
、
在
園
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
等
に
代
表
さ
れ
る
留
学

の
た
め
の
予
備
教
育
機
関
の
充
実
ぶ
り
が
留
学
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
保
証
し
て
い
た
。
代
表
的
な
留
米
学
生
予
備
教
育
機
関
で
あ
る
清
華
学

校
に
お
い
て
は
教
師
の
半
数
以
上
が
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、
授
業
は
お
ろ
か
課
外
活
動
す
ら
英
語
を
用
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
教
育
水
準
は
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

学
校
を
凌
駕
し
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ヅ
セ
ル
を
し
て
「
小
規
模
な
米
国
の
大
学
と
そ
っ
く
り
同
じ
雰
囲
気
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

清
華
学
校
に
お
い
て
高
等
科
を
卒
業
し
た
者
は
留
学
時
に
米
国
大
学
の
三
年
半
に
編
入
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
中
国
人
学
生
の
留

学
先
と
し
て
代
表
的
で
あ
っ
た
日
本
と
米
国
を
比
べ
る
な
ら
ば
、
清
華
学
校
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
米
国
留
学
生
が
、
日
本
留
学
生
に
比
べ
、

数
の
上
で
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
質
的
に
は
完
全
に
勝
っ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
日
米
留
学
生
の
帰
国
後
の
社
会
的
評
価
も
常
に
そ
れ

を
承
認
し
て
い
た
。
修
士
、
博
士
の
学
位
を
持
つ
留
米
学
生
の
割
合
が
留
日
学
生
に
比
し
て
格
段
に
高
い
の
は
決
し
て
両
国
の
学
位
認
定
の
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

易
に
よ
る
も
の
ぽ
か
り
で
は
な
い
。

　
ま
た
彼
ら
が
米
国
に
お
い
て
習
得
し
た
も
の
も
留
日
学
生
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
文
系
、
と
り
わ
け
法
律
、
政
治
の
専
攻
が
多
数
を

占
め
た
日
本
留
学
生
に
対
し
て
、
留
米
中
国
人
学
生
の
専
攻
の
分
布
は
大
き
く
自
然
科
学
に
偏
っ
て
い
る
。
米
国
留
学
が
最
初
の
興
隆
を
見

せ
て
い
た
一
九
一
八
年
の
調
査
で
は
、
米
国
高
等
教
育
機
関
に
在
学
す
る
申
国
人
留
学
生
一
一
二
四
人
の
う
ち
七
百
人
余
り
が
自
然
科
学
を
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

馨
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
四
二
三
人
（
三
七
・
六
％
）
が
工
学
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
を
専
攻
し
て
い
る
。
ま
た
留
米
学
生
の
中
心
で
あ
っ
た
清
華

学
校
派
遣
の
留
学
生
の
専
攻
も
理
工
系
が
四
一
・
二
％
（
う
ち
理
学
九
・
九
％
、
工
学
三
一
ニ
ニ
％
）
で
最
も
多
く
、
商
学
（
＝
％
）
、
経
済
学
（
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

・
六
％
）
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
豊
富
な
技
術
系
人
材
を
背
景
に
し
て
米
国
で
結
成
さ
れ
た
の
が
、
中
国
最
初
の
定
期
刊

行
の
科
学
雑
誌
『
科
学
』
（
一
九
一
五
年
一
月
創
刊
）
を
出
版
す
る
「
中
国
科
学
社
」
（
一
九
一
五
年
創
立
）
と
、
　
の
ち
に
中
国
の
技
術
・
工
学
界
を

指
導
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
「
中
国
工
程
学
会
」
（
一
九
一
七
年
創
立
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
団
体
が
と
も
に
留
米
学
生
に
よ
っ
て
米
国
で
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結
成
さ
れ
た
こ
と
は
米
国
留
学
が
近
代
中
国
に
与
え
た
影
響
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
た
。

員
会
に
大
量
の
人
材
を
送
り
込
ん
だ
団
体
で
あ
る
の
で
、
次
章
で
詳
説
し
よ
う
。

①
　
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編
『
林
継
庸
先
生
訪
問
紀
録
』
（
中
央
研
究
院
近

　
代
史
研
究
所
口
述
歴
史
叢
書
二
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）

　
＝
貝
、
一
一
一
一
頁
。

②
孫
玉
響
「
天
津
五
四
運
動
的
国
辱
」
（
『
天
津
文
史
資
料
選
輯
』
第
三
輯
、
天
津

　
人
民
出
版
社
、
｝
九
七
九
年
）
。

③
前
掲
『
沈
恰
自
述
』
三
五
～
四
〇
頁
。

④
　
前
掲
『
五
四
時
期
的
社
団
』
（
一
）
、
二
四
〇
～
二
四
一
頁
。

⑤
留
米
学
生
の
こ
の
時
期
の
激
増
の
背
景
に
は
、
デ
ュ
ー
イ
の
訪
中
に
見
ら
れ
る

　
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
思
想
文
化
の
流
入
が
呼
ん
だ
強
烈
な
反
響
、
至
適
の
「
問
題

　
は
大
い
に
研
究
し
、
主
義
は
あ
ま
り
語
る
な
」
（
『
毎
週
評
論
』
三
一
期
）
に
見
ら

　
れ
る
ア
メ
リ
カ
実
用
主
義
的
風
潮
が
青
年
の
問
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
、
そ

　
し
て
ア
メ
リ
カ
そ
の
も
の
の
国
際
的
地
位
が
第
　
次
世
界
大
戦
後
大
き
く
上
昇
し

　
た
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
留
米
学
生
の
増
加
に
関
す
る
歴
史
的
背
景

　
に
つ
い
て
は
阿
部
洋
編
『
米
中
教
育
交
流
の
軌
跡
』
（
霞
山
会
、
　
　
九
八
五
年
）

　
の
第
二
章
「
中
国
人
の
ア
メ
リ
カ
留
学
一
そ
の
現
状
と
史
的
背
景
」
を
参
照
の

な
か
で
も
「
中
国
工
程
学
会
」
は
そ
の
後
、
資
源
委

　
こ
と
。

⑥
　
沈
治
「
会
員
通
訊
」
（
『
少
年
中
國
』
第
三
巻
第
八
期
、
｝
九
二
二
年
）
八
一
頁
。

⑦
管
年
の
間
に
見
ら
れ
だ
こ
う
し
た
「
学
術
」
「
技
能
」
「
技
術
」
へ
の
傾
倒
は
、

　
や
は
り
韻
適
、
デ
ュ
…
イ
の
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ

　
れ
る
。

⑧
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
著
、
牧
野
力
訳
『
中
国
の
問
題
』
（
理
想
社
、
一

　
九
七
〇
年
）
二
四
五
頁
。

⑨
豊
野
所
『
近
代
中
国
的
留
学
生
』
（
人
擦
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
｝
＝
七
頁
。

⑩
留
米
学
生
の
取
得
し
た
学
位
は
三
分
の
二
以
上
が
修
±
・
博
士
で
あ
る
と
い
う

　
（
阿
部
三
編
前
掲
書
四
九
頁
）
。

⑳
三
智
所
「
清
末
窯
初
的
留
美
学
生
」
（
『
史
学
月
刊
』
｝
九
八
二
年
第
四
期
、
五

　
一
頁
）
。

⑫
清
華
大
学
校
史
編
写
組
編
著
『
清
華
大
学
校
史
稿
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一

　
年
）
七
〇
頁
。
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五
　
申
国
技
術
者
層
の
系
譜
（
二
）
一
中
国
工
程
師
学
会
と
抗
日
意
識

　
彼
ら
欧
米
に
留
学
し
た
「
技
術
救
国
主
義
」
青
年
た
ち
の
思
想
は
留
学
中
に
加
わ
っ
た
「
中
国
工
程
学
会
」
の
中
に
流
れ
、
ひ
と
つ
の
ま
と

ま
っ
た
層
を
形
成
し
、
こ
こ
に
「
技
術
救
国
主
義
」
は
組
織
と
し
て
の
形
を
現
し
た
。
「
中
国
工
程
学
会
」
は
先
述
の
如
く
一
九
一
七
年
に
米

国
留
学
中
の
中
国
人
工
学
専
攻
学
生
と
鉱
工
業
研
修
生
と
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
結
成
し
た
「
科
学
救
国
」
を
標
榜
す
る
鉱
工
業
技
術
者
の
団
体

で
あ
っ
た
。
中
国
国
内
に
は
当
時
、
「
中
国
の
鉄
道
の
父
」
で
あ
る
綾
天
佑
ら
が
中
心
に
な
っ
て
一
九
一
二
年
に
設
立
し
た
「
中
華
工
程
師
学
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会
」
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
会
員
の
多
く
は
麓
と
と
も
に
中
国
の
初
期
鉄
道
建
設
に
携
わ
っ
た
土
木
技
術
者
で
あ
り
、
中
国
国
内
に
お
い
て
は
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

道
以
外
の
科
学
技
術
分
野
の
発
展
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
一
九
年
に
麿
天
佑
が
病
逝
し
て
以
後
は
活
動
が
停
滞
し
て
い
た
。
そ
し

て
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
こ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
か
の
よ
う
に
中
国
の
技
術
界
を
指
導
し
て
い
っ
た
の
が
米
国
で
発
足
し
た
こ

の
「
中
国
工
程
学
会
」
で
あ
っ
た
。
近
代
中
国
最
初
の
技
術
者
団
体
が
唐
天
佑
ら
鉄
道
技
術
者
に
よ
る
も
の
で
、
次
い
で
で
き
た
よ
り
大
規
模

な
団
体
が
米
国
留
学
生
を
中
心
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
近
代
中
国
の
技
術
者
層
形
成
の
過
程
を
よ
く
表
す
も
の
だ
っ
た
。

　
「
中
国
工
程
学
会
」
は
留
学
生
の
帰
国
と
と
も
に
二
三
年
に
上
海
に
移
り
、
三
一
年
に
前
述
の
「
中
華
工
程
師
学
会
」
を
吸
収
合
併
す
る
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
改
組
さ
れ
、
中
国
最
大
の
学
術
団
体
「
中
国
工
程
師
学
会
」
と
改
称
さ
れ
る
。
「
中
国
工
程
師
学
会
」
の
由
来
、
構
成
か
ら
し
て
も
、
米
国

留
学
生
が
申
国
の
工
学
界
、
技
術
界
で
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
の
ち
に
資
源
委
員
会
に
加
わ
っ
た
呉
承
洛
、

徐
侃
蓑
、
考
定
幸
、
慨
震
、
郡
謡
講
、
沈
治
、
顧
統
球
、
孫
越
路
、
支
乗
淵
、
朱
其
清
、
張
延
清
、
徐
名
材
、
照
応
期
、
飽
国
宝
ら
は
い
ず
れ

も
こ
の
中
国
工
程
師
学
会
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
資
源
委
員
会
の
委
員
、
専
門
委
員
の
多
く
も
同
製
の
会
員
で
あ
っ
た
。
入
会
の
条
件

は
、
正
会
員
が
「
専
門
技
術
の
技
師
に
し
て
、
八
年
の
科
学
技
術
工
作
の
経
験
を
持
ち
、
う
ち
三
年
は
科
学
技
術
工
作
の
統
括
責
任
を
負
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

者
」
で
あ
り
、
仲
会
員
（
補
助
会
員
）
が
「
五
年
の
科
学
技
術
工
作
の
経
験
を
持
ち
、
う
ち
一
年
は
科
学
技
術
工
作
の
統
括
責
任
を
負
っ
た
者
」

と
い
う
具
合
に
、
か
な
り
厳
格
な
組
織
で
あ
っ
た
。
資
源
委
員
会
の
活
動
面
に
お
い
て
も
中
国
工
程
師
学
会
が
深
く
そ
れ
に
関
与
し
て
い
た
こ

と
は
、
資
源
委
員
会
が
戦
時
の
技
術
者
動
員
を
念
頭
に
お
い
て
編
集
し
た
『
中
国
工
程
人
名
録
』
が
中
国
工
程
師
学
会
の
全
面
的
支
援
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

刊
行
さ
れ
て
い
る
一
事
か
ら
も
容
易
に
見
て
取
れ
る
。

　
中
国
工
程
師
学
会
（
そ
し
て
そ
の
前
身
で
あ
る
中
国
工
程
学
会
）
は
単
に
工
学
に
従
事
す
る
者
の
学
術
研
究
団
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
積
極
的
に
自

ら
の
主
張
を
社
会
に
訴
え
、
次
第
に
政
府
に
対
す
る
政
策
提
言
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
中
国
工
程
師
学
会
は
毎
年
一
回
総
会
を
開
い

て
い
る
が
、
そ
こ
で
討
論
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
は
彼
ら
が
「
工
程
師
」
と
し
て
抱
い
て
い
た
問
題
意
識
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

二
五
年
総
会
で
は
「
工
学
関
係
の
中
国
語
専
門
用
語
の
統
一
」
、
　
二
六
年
の
総
会
で
は
「
工
学
、
技
術
教
育
の
振
興
」
が
中
心
議
題
と
な
っ
て
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⑤

お
り
、
南
京
政
府
成
立
の
翌
年
で
あ
る
二
八
年
総
会
で
は
南
京
建
都
ど
い
う
状
況
を
受
け
て
「
都
市
建
設
問
題
」
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
日
本
の
中
園
東
北
侵
略
が
強
行
さ
れ
た
三
一
年
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
の
工
学
、
技
術
教
育
の
振
興
や
都
市
建
設
、
あ
る
い
は
工
業
技
術

の
規
格
統
一
な
ど
の
テ
ー
マ
が
影
を
ひ
そ
め
、
代
わ
っ
て
「
戦
時
人
材
の
登
録
、
戦
時
工
作
の
研
究
」
（
三
一
年
十
月
の
総
会
）
、
「
国
防
工
程
設

計
委
員
会
の
組
織
、
四
川
省
調
査
団
の
組
織
、
漢
陽
鋼
鉄
廠
の
整
理
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
輸
出
の
禁
止
」
（
三
三
年
）
、
「
実
用
研
究
へ
の
補
助
増

額
、
国
防
関
係
の
発
明
の
奨
励
、
建
設
と
国
防
へ
の
留
意
、
工
業
発
展
及
び
統
制
方
法
の
研
究
」
（
三
六
年
）
と
い
っ
た
国
防
意
識
が
前
面
に
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
総
会
で
の
議
題
が
単
な
る
工
学
的
な
問
題
か
ら
「
戦
時
工
作
」
、
「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
輸
出
禁
止
」
、
「
統
制

方
法
」
と
い
っ
た
経
済
政
策
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
防
工
業
政
策
そ
の
も
の
が
彼
ら
の
関
心
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
技
術
者
集
団
と
南
京
政
府
の
結
合
を
促
進
す
る
共
通
の
絆
、
す
な
わ
ち
国
防
の
危
機
に
直
面
し
て
、
両
者
の
急
速
な
接
近
が
始
ま
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
京
政
府
に
先
立
っ
て
全
国
に
散
ら
ば
る
専
門
技
術
者
を
統
合
し
、
そ
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
の
が
こ
の
中
国
劇
画
師

学
会
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
資
源
委
員
会
構
成
員
が
こ
の
中
国
工
程
師
学
会
の
人
脈
を
通
じ
て
糾
合
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、

中
国
工
程
師
学
会
は
政
府
と
個
々
の
技
術
者
を
結
び
付
け
る
媒
体
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
資
源
委
員
会
そ
の
も
の
の
性
格
を
か
な
り
の
程
度
規

定
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
資
源
委
員
会
の
い
く
つ
か
の
施
策
が
、
そ
の
来
源
を
中
国
工
程
師
学
会
で
討
議
さ
れ
た
研
究
に
発

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
六
年
に
資
源
委
員
会
の
指
導
の
下
、
突
如
実
施
さ
れ
た
か
に
見
え
る
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
統
制
も
前
述
三
三
年
の
総
会
の
議
題
に
す
で
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
技
術
者
た
ち
の
間
で
は
早
く
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
た
国

防
建
設
の
手
段
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
工
程
師
学
会
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
『
工
程
』
の
第
十
巻
第
一
号
（
一
九
三
五
年
一
月
）
に
は
趙
曾
琢
（
の

ち
に
資
源
委
員
会
専
門
委
員
と
な
る
）
の
論
文
「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
統
制
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
線
及
び
電
球
製
造
廠
開
設
計
画
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
三
六
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
資
源
委
員
会
に
よ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
統
制
政
策
に
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
技
術
者
の
国
防
意

識
が
中
国
工
程
師
学
会
を
貫
流
し
て
、
資
源
委
員
会
の
施
策
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
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南京政府時期の技術官僚の形成と発展（石川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
資
源
委
員
会
の
主
要
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
呉
兆
洪
は
、
資
源
委
員
会
の
人
選
が
私
的
な
つ
な
が
り
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、

正
確
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
中
国
工
程
師
学
会
を
通
じ
た
関
係
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
私
的
な
つ
な
が
り
で
さ
え
も
、
急
速
に
工
業
専
門
人
材

を
糾
合
し
よ
う
と
い
う
場
合
に
は
必
ず
し
も
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
は
専
門
人
材
の
調
査
そ
の
も
の
が
先
述

の
国
防
設
計
委
員
会
、
そ
し
て
そ
れ
を
継
い
だ
資
源
委
員
会
に
よ
っ
て
初
め
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
専
門
分
野
別
人
名
録
の
整
備
で
す
ら
一

九
四
一
年
に
資
源
委
員
会
に
よ
っ
て
先
述
の
『
中
国
工
程
人
名
録
』
が
編
集
、
出
版
さ
れ
る
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
な
ら
ば
、
資
源
委
員
会
の
人
選
が
私
的
な
つ
な
が
り
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
の
は
な
ん
ら
驚
く
に
足
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
大
切
な

の
は
、
申
国
工
程
師
学
会
な
ど
を
通
じ
た
私
的
つ
な
が
り
を
利
用
し
な
け
れ
ば
優
秀
な
専
門
技
術
者
は
集
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に
い
え
ば

専
門
技
術
者
の
層
自
体
が
私
的
関
係
の
内
に
包
摂
さ
れ
る
ほ
ど
の
規
模
か
、
ま
た
は
せ
い
ぜ
い
学
会
を
形
成
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
私
的
つ
な
が
り
を
利
用
し
て
自
分
の
一
族
、
身
内
の
者
を
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
公
的
機
関
の
職
員
に
仕
立
て
あ
げ
る

と
い
う
い
わ
ゆ
る
情
実
人
事
が
南
京
政
府
時
期
に
お
い
て
も
横
行
し
、
そ
れ
が
組
織
の
行
政
効
率
を
著
し
く
阻
害
し
、
往
々
に
し
て
各
派
閥
の

政
争
の
火
種
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
資
源
委
員
会
に
お
い
て
は
私
的
つ
な
が
り
に
よ
る
人
選
が
な
さ
れ
な
が
ら
、
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

実
人
事
が
従
来
の
機
関
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
資
源
委
員
会
の
主
要
委
員
の
任
免
が
全
く
の
情
実

で
は
な
く
、
中
国
工
程
師
学
会
と
い
う
ひ
と
つ
の
方
向
性
と
共
通
性
を
持
つ
組
織
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
中
国
工
程
師
学
会
の
会
員
た
ち
の
間
に
、
日
本
の
中
国
侵
略
に
対
す
る
根
強
い
警
戒
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
の
歴
年
総
会
の
議
題
か

ら
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
が
、
資
源
委
員
会
と
申
国
工
程
師
学
会
の
人
的
重
複
を
考
え
る
な
ら
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
国
防
の
危
機
意
識
が
中

国
工
程
師
学
会
の
高
級
技
術
者
を
し
て
、
国
民
政
府
に
接
近
さ
せ
、
国
防
に
重
大
な
意
義
を
持
つ
重
工
業
建
設
に
向
か
わ
し
め
た
大
き
な
要
因

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
彼
ら
の
留
学
、
技
術
習
得
が
救
国
の
た
め
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
日
本
の
中
国
侵
略
の
意
図
が
明
白
に
な
っ
て
く
る
九
・

一
八
事
変
の
後
、
国
防
の
た
め
に
自
ら
の
技
術
を
生
か
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
ま
る
の
は
自
然
で
あ
っ
た
。
資
源
委
員
会
の
中
心
人
物
、
林
継

嗣
は
一
二
一
八
事
変
（
第
一
次
上
海
事
変
）
の
際
に
上
海
防
衛
の
主
力
と
な
っ
た
十
九
路
軍
の
顧
問
兼
技
術
組
長
と
な
り
、
包
可
永
、
洪
中
、
楊
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⑨

継
曾
（
い
ず
れ
も
の
ち
資
源
委
員
会
主
要
委
員
）
ら
上
海
の
技
術
老
を
動
員
し
て
砲
火
の
中
、
爆
弾
、
弾
丸
の
生
産
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。

　
だ
が
、
彼
ら
の
考
え
て
い
た
救
国
と
は
、
日
本
の
侵
略
に
対
抗
す
る
に
は
中
国
が
近
代
的
な
国
防
体
制
を
物
質
面
で
ま
ず
整
え
る
こ
と
が
先

決
だ
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
傾
向
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
の
が
「
正
己
社
」
と
雑
誌
『
独
立
評
論
』
で
あ
っ
た
。
九
・
一
八
事
変
直

後
に
は
中
国
全
土
に
わ
た
っ
て
激
し
い
抗
日
救
亡
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、
同
時
期
、
つ
ま
り
三
一
年
に
沈
治
、
王
心
置
、
渾
震
、
サ
山
容
、
課

伯
羽
ら
、
の
ち
に
資
源
委
員
会
に
結
集
す
る
こ
と
に
な
る
高
級
技
術
者
の
結
成
し
た
「
正
己
社
」
は

　
　
　
自
力
更
生
し
、
一
切
を
お
の
れ
を
正
す
こ
と
か
ら
始
め
、
お
の
お
の
社
会
上
の
発
奮
結
託
の
中
冬
分
子
と
な
っ
て
こ
そ
民
族
の
沈
論
を
救
う
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
き
る
の
で
あ
り
、
た
だ
罷
課
、
海
市
、
デ
モ
、
宣
伝
、
お
よ
び
国
際
世
論
に
訴
え
る
だ
け
で
は
決
し
て
敵
の
侵
略
を
退
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
と
い
う
信
条
を
掲
げ
、
政
治
を
語
ら
ず
、
専
ら
経
世
主
用
の
学
術
、
思
想
を
研
究
す
る
こ
と
で
国
難
に
対
処
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
迫
り
く
る
日
本
の
侵
略
に
対
し
て
は
、
過
激
で
勇
ま
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ぶ
の
で
は
な
く
、
そ
の
日
本
に
対
抗
し
う
る
経
済
な
り
、
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
り
の
基
盤
を
築
く
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い
、
そ
れ
が
彼
ら
の
共
通
し
た
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
抗
日
愈
愈

と
は
当
時
の
主
流
で
あ
っ
た
「
一
切
の
内
戦
を
停
止
し
、
即
座
に
日
本
と
開
戦
せ
よ
」
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
反
対
に
激
発
す
る
学
生

の
反
日
デ
モ
を
、
真
の
抗
日
の
た
め
に
は
む
し
ろ
有
害
で
さ
え
あ
る
と
攻
撃
し
て
い
た
。
そ
の
一
例
を
『
独
立
評
論
』
か
ら
挙
げ
よ
う
。
三
三

年
一
月
初
旬
に
関
東
軍
の
山
海
関
攻
撃
が
始
ま
る
と
、
北
平
、
天
津
の
学
生
が
「
学
校
の
繰
り
上
げ
休
暇
入
り
、
早
期
帰
省
の
許
可
、
学
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

安
全
保
証
」
を
学
校
側
に
要
求
し
、
先
を
争
っ
て
北
平
、
天
津
を
離
れ
、
市
民
の
反
感
を
買
う
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
が
、
丁
文
江
、
翁
文

瀕
ら
は
雑
誌
『
独
立
評
論
』
を
舞
台
に
、
抗
日
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
み
勇
ま
し
く
、
実
際
の
戦
火
が
迫
る
と
霧
散
し
て
し
ま
う
大
学
生
の
不
甲
斐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

な
さ
を
叱
責
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
正
己
社
の
結
成
も
、
一
部
に
見
ら
れ
だ
こ
う
し
た
口
先
だ
け
の
「
抗
日
救
亡
論
」
よ
り
も
、
実
際
に
国
防
の
た
め
の
基
盤
を
整
え
る

ほ
う
が
有
用
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
生
ん
だ
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
中
国
の
科
学
技
術
分
野
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
彼
ら
に
と

っ
て
の
抗
日
救
亡
と
は
幅
広
い
人
民
の
連
合
、
つ
ま
り
全
民
抗
戦
で
は
な
く
、
技
術
面
で
の
指
導
者
で
あ
る
彼
ら
に
よ
る
国
防
の
物
質
的
基
礎
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の
早
急
な
確
立
を
意
味
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
デ
モ
だ
け
で
は
中
国
の
再
生
は
あ
り
得
な
い
と
し
て
、
五
四
運
動
直
後
に

海
外
に
留
学
し
て
工
学
を
学
ん
だ
青
年
期
の
彼
ら
に
共
通
す
る
認
識
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
意
図
は
、
日
本
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た

め
に
国
防
上
の
建
設
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
蒋
介
石
の
意
図
と
合
致
し
、
資
源
委
員
会
に
結
実
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
数
点
に
わ
た
っ
て
資
源
委
員
会
を
構
成
し
た
人
々
の
経
歴
、
思
想
的
機
微
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
資

源
委
員
会
の
中
で
国
家
資
本
に
よ
る
国
防
、
経
済
建
設
を
担
っ
た
人
間
の
具
体
的
な
姿
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
北
洋
軍
閥
統
治
時

期
に
青
春
を
送
り
、
国
民
政
府
時
期
に
経
済
建
設
、
科
学
技
術
の
導
入
の
面
で
社
会
の
一
線
で
活
躍
し
た
中
国
近
代
の
知
識
人
の
一
典
型
で
あ

る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
青
年
期
の
活
動
に
見
ら
れ
る
民
族
主
義
的
、
愛
国
主
義
的
情
熱
、
そ
し
て
そ
の
情
熱
を
実
現
す
べ
く
欧
米
に
留
学
し
、

進
ん
だ
科
学
技
術
を
身
に
つ
け
た
こ
と
、
そ
し
て
帰
国
後
技
術
者
と
し
て
、
大
学
教
授
と
し
て
（
こ
の
二
つ
の
職
業
は
相
互
に
流
動
的
で
あ
っ
た
）
、

実
際
に
中
国
の
建
設
事
業
に
携
わ
り
、
の
ち
南
京
政
府
に
参
加
し
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
官
僚
と
し
て
経
済
建
設
の
策
定
、
実
施
を
指
導
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
至
る
。
我
々
は
そ
れ
を
技
術
官
僚
（
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
技
術
官
僚
は
、
三
〇
年
代
初
頭
の
恐

慌
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
勢
力
の
退
潮
に
と
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
国
家
資
本
に
よ
る
統
制
的
経
済
建
設
を
目
指
し
た
。
お
り
し
も
三
〇
年
代

の
中
国
に
あ
っ
て
は
、
国
防
を
前
提
と
し
た
経
済
建
設
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
三
〇
年
代
に
推
進
さ
れ
た
中
国
の
経
済

建
設
は
、
確
か
に
中
国
の
統
一
的
政
権
と
し
て
の
南
京
政
府
の
成
立
、
そ
し
て
増
大
す
る
一
方
で
あ
っ
た
日
本
の
軍
事
的
脅
威
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
経
済
的
建
設
を
担
い
う
る
人
材
が
こ
の
時
期
に
初
め
て
中
国
工
程
師
学
会
の
周
り
に
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
ら

技
術
者
層
が
国
防
を
中
心
と
す
る
か
な
り
明
確
か
つ
共
通
し
た
中
国
建
設
の
一
試
案
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
専
門
技
術
者
は
す
で
に
一
、
二
の
例
外
的
存
在
で
は
な
く
、
層
と
し
て
共
有
す
る
体
験
と
価
値
観
を
持
つ
集
団
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

①
　
「
中
合
工
程
師
学
会
」
の
会
員
数
は
一
九
コ
ニ
年
一
四
八
人
、
一
四
年
二
一
九

人
、
一
六
年
二
入
五
人
、
一
七
年
三
二
五
人
、
一
八
年
四
〇
五
人
、
一
九
年
四
三

五
人
、
二
〇
年
四
六
〇
人
、
二
一
年
四
九
八
人
、
二
四
年
五
〇
〇
人
と
推
移
し
た

が
、
二
四
年
の
会
員
の
内
訳
は
土
木
建
築
三
八
七
人
、
機
械
四
一
人
、
電
機
・
電
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気
化
学
二
六
人
、
鉱
業
冶
金
一
八
人
、
応
用
化
学
六
人
、
造
船
五
人
、
兵
工
三
人
、

　
航
空
一
人
、
名
誉
会
員
及
び
会
友
二
三
人
で
依
然
鉄
道
建
設
関
係
者
中
心
の
団
体

　
で
あ
っ
た
（
周
開
慶
主
編
『
三
十
年
来
之
中
国
工
程
』
（
下
）
、
一
九
六
七
年
、
華

　
文
書
局
、
八
頁
）
。

②
　
　
「
当
国
工
程
師
学
会
」
の
会
員
数
は
一
九
三
一
年
～
＝
六
九
人
、
七
・
七
事
変

　
（
盧
溝
橋
事
件
）
の
勃
発
し
た
一
九
三
七
年
に
は
こ
九
九
四
人
で
あ
っ
た
（
茅
以

　
昇
「
中
国
工
程
師
学
会
当
無
」
、
『
文
史
資
料
選
輯
』
第
一
〇
〇
輯
、
文
史
資
料
出

　
版
社
、
　
一
九
八
五
』
牛
、
　
一
三
六
～
一
一
二
八
肝
貝
）
。

③
前
掲
『
三
十
年
来
之
中
国
工
程
』
（
下
）
、
一
三
買
。

④
資
源
委
員
会
編
『
中
国
工
程
人
名
録
』
（
商
務
印
譲
館
、
一
九
四
…
年
）
の
序

　
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
名
録
は
一
九
三
二
年
よ
り
三
年
の
月
日
と
、
の
べ
十
万
人
の

　
協
力
を
得
て
収
集
し
た
八
万
人
余
り
の
デ
ー
タ
（
技
術
専
門
人
材
の
ほ
か
に
一
般

　
専
門
人
材
の
調
査
も
含
む
）
を
も
と
に
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
抗
日
戦
争
で

　
後
方
に
撤
収
し
た
際
、
一
部
の
デ
ー
タ
が
散
逸
し
、
技
術
専
門
人
材
の
み
の
人
名

　
録
に
な
っ
た
と
い
う
。
中
圏
の
分
野
別
人
名
録
で
は
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
に

　
関
す
る
限
り
、
極
信
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
凌
ぐ
も
の
は
現
れ
て
い
な
い
。

⑥
　
　
一
直
掲
茅
以
昇
「
中
國
｝
⊥
綿
【
師
学
ム
五
簡
史
」
、
‘
一
一
篇
五
～
一
一
二
山
ハ
百
ハ
。

⑥
擁
前
、
二
瓢
七
～
＝
鳳
八
頁
。

⑦
　
呉
兆
洪
「
我
所
知
道
的
資
源
委
員
会
」
（
『
圓
憶
国
民
党
政
府
資
源
委
員
会
』
（
中

　
国
文
早
出
叛
社
、
一
九
入
八
年
、
八
二
～
八
三
頁
）
。

⑧
前
掲
『
沈
怜
自
述
』
、
一
八
八
頁
、
お
よ
び
何
廉
「
抗
戦
初
期
政
府
機
構
的
変
更
」

　
（
『
民
国
福
右
前
一
九
八
七
年
第
　
期
、
一
二
六
頁
）
。

⑨
前
掲
『
林
継
庸
先
生
訪
問
紀
録
』
一
五
～
一
七
頁
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
一
・
二

　
八
事
変
（
第
一
次
上
海
購
変
）
に
お
い
て
病
本
海
軍
の
旗
艦
「
出
雲
」
爆
破
の
際
｝

　
に
用
い
ら
れ
た
爆
弾
や
虹
口
公
園
で
の
白
黒
義
則
海
軍
大
将
、
重
光
葵
公
使
襲
撃

　
に
用
い
ら
れ
た
爆
弾
は
い
ず
れ
も
林
が
包
可
永
、
洪
中
、
楊
継
曾
ら
と
と
も
に
製

　
造
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
一
六
～
一
七
頁
）
。

⑲
沈
思
龍
編
著
『
罪
仲
容
先
生
年
譜
賭
弓
幽
（
伝
記
文
学
叢
刊
之
二
五
、
伝
記
文

　
学
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
一
七
～
一
八
頁
。

⑪
　
丁
文
江
、
胡
適
、
翁
文
事
ら
が
中
心
と
な
っ
て
三
二
年
五
月
に
団
七
し
た
『
独

　
立
評
論
』
は
そ
の
論
調
を
代
表
し
て
い
た
。
翁
文
瀬
は
「
我
々
の
意
見
は
こ
れ
だ

　
け
で
あ
る
」
（
『
独
立
評
論
』
十
五
号
、
一
九
三
二
年
八
月
）
の
中
で
「
我
々
が
必

　
要
と
し
て
い
る
の
は
、
あ
る
種
の
出
来
合
い
の
主
義
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
信
奉
す

　
る
こ
と
だ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
と
り
わ
け
大
切
な
の
は
実
際
の
問
題
を
冤
っ
け
、

　
そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
五
四
時

　
期
に
胡
適
の
唱
え
た
「
問
題
は
大
い
に
研
究
し
、
主
義
は
あ
ま
り
語
る
な
」
に
代

　
表
さ
れ
る
思
想
が
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
脈
々
と
信
奉
ざ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
技
術
、
方
法
を
重
視
す
る
資
源
委
員
会
構
成
員
の
思
懇

　
を
、
五
四
時
期
の
思
潮
の
一
翼
で
あ
っ
た
胡
適
の
実
用
主
義
の
分
流
だ
と
す
る
な

　
ら
ば
、
彼
ら
も
や
は
り
五
四
の
一
継
承
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

⑫
　
　
『
大
公
報
』
（
天
津
版
）
に
拠
れ
ば
そ
の
闘
の
事
情
は
次
の
ご
と
し
。
三
三
年

　
～
月
八
日
号
「
要
求
津
平
学
生
不
要
提
前
放
暇
」
と
題
す
る
短
評
を
掲
載
。
同
九

　
日
号
、
南
開
大
学
の
学
生
す
で
に
帰
省
す
る
も
の
多
し
と
報
道
。
同
十
二
日
号
、

　
清
華
大
で
帰
省
学
生
続
出
、
七
日
に
清
華
学
生
全
体
会
議
は
試
験
延
期
、
早
期
帰

　
省
許
可
を
要
求
、
八
日
に
校
長
梅
賭
琉
は
布
告
を
発
し
、
学
生
に
帰
省
、
試
験
の

　
忌
避
を
せ
ぬ
よ
う
に
要
請
し
た
と
報
道
。
同
十
四
臼
号
、
清
華
大
試
験
忌
避
者
三

　
分
の
二
に
達
し
、
九
日
敦
授
会
は
試
験
を
忌
避
せ
ぬ
よ
う
呼
び
か
け
る
「
『
最
後

　
の
授
業
』
緯
書
」
を
発
表
し
た
と
報
道
。
岡
十
五
日
号
、
国
民
政
府
教
育
部
は
十

　
四
日
、
北
平
の
学
生
は
卑
怯
で
あ
る
と
声
明
し
た
と
報
道
。
同
十
八
日
号
、
北
平

　
市
民
三
六
五
人
が
学
生
の
行
動
に
抗
議
し
、
学
校
停
課
中
の
教
育
費
を
山
海
関
で

　
戦
う
中
国
軍
の
軍
費
に
あ
て
よ
と
政
府
に
要
求
し
た
と
報
道
。
同
ニ
ニ
爵
号
、
北

　
京
大
学
学
生
張
鏡
航
の
「
凶
悪
請
暇
回
家
」
を
掲
載
、
張
は
学
生
の
大
量
帰
省
の

　
理
由
を
「
救
国
運
動
を
し
て
も
誰
も
耳
を
傾
け
な
い
か
ら
仕
方
な
く
帰
省
し
た
の

　
だ
」
と
解
説
。
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⑬
　
丁
文
江
「
抗
日
的
効
能
與
青
年
的
責
任
」
、
詠
覚
（
翁
文
癩
）
「
中
国
大
学
生
的

　
成
績
與
欠
点
」
（
『
独
立
評
論
』
第
三
七
号
、
一
九
三
三
年
二
月
）
。

⑭
　
こ
こ
で
は
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
」
を
「
近
代
社
会
に
お
い
て
、
国
家
（
政
府
）

　
の
干
渉
す
る
領
域
が
経
済
を
は
じ
め
次
第
に
拡
大
す
る
の
に
伴
い
、
一
国
の
産
業

　
資
本
の
支
配
、
統
制
を
国
家
レ
ベ
ル
で
担
当
す
る
専
門
技
術
者
、
特
に
農
業
、
鉱

工
業
の
専
門
家
」
と
定
義
す
る
。
中
国
に
お
け
る
経
済
建
設
と
い
わ
ゆ
る
「
テ
ク

ノ
ク
ラ
ー
ト
」
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
川
井
悟
「
国
民
政
府
の
経
済
建
設
政
策

に
お
け
る
一
問
題
点
」
（
『
中
国
経
済
政
策
史
の
探
究
－
第
三
心
中
国
近
現
代
経

済
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
1
』
、
汲
古
書
院
、
　
一
九
八
九
年
所
収
）
が
興
味

深
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

六
　
資
源
委
員
会
の
残
し
た
「
遺
産
」

南京政府時期の技術官僚の形成と発展（石川）

　
資
源
委
員
会
傘
下
の
企
業
は
抗
日
戦
争
開
始
後
の
接
収
、
合
併
、
資
本
参
加
を
通
し
て
拡
大
し
、
鳥
脅
戦
争
の
期
間
中
、
中
国
全
体
の
工
業

生
産
に
占
め
る
資
源
委
員
会
系
企
業
の
割
合
は
一
貫
し
て
増
加
し
た
。
だ
が
、
重
慶
政
権
支
配
地
域
（
大
後
方
）
で
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
悪

化
す
る
に
つ
れ
て
、
ま
ず
輸
出
価
格
の
据
え
置
き
と
生
産
コ
ス
ト
増
大
の
逆
ざ
や
の
あ
お
り
を
受
け
た
鉱
業
部
門
が
衰
退
し
、
代
わ
っ
て
製
造

業
部
門
が
資
源
委
員
会
の
主
力
に
な
っ
て
い
く
。
一
九
四
五
年
、
日
本
が
無
条
件
降
伏
す
る
と
資
源
委
員
会
は
菓
北
、
台
湾
、
そ
し
て
日
本
軍

占
領
地
の
敵
性
資
産
の
接
収
、
再
操
業
を
統
括
す
る
責
任
機
関
と
な
る
が
、
接
収
に
あ
た
っ
て
の
国
民
政
府
自
体
の
無
秩
序
、
東
北
で
の
ソ
連

軍
に
よ
る
重
要
工
業
施
設
の
破
壊
・
押
収
、
共
産
党
勢
力
と
の
確
執
、
そ
し
て
何
よ
り
接
収
し
た
多
数
の
鉱
工
業
設
備
を
再
操
業
す
る
に
あ
た

っ
て
の
資
金
と
専
門
人
材
の
絶
対
量
の
欠
乏
等
の
諸
要
因
の
た
め
に
、
台
湾
を
除
い
た
敵
性
資
産
の
再
操
業
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

四
六
年
よ
り
本
格
化
す
る
国
共
の
内
戦
の
中
で
生
産
の
停
滞
、
停
止
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
四
九
年
、
国
民
政
府
が
台
湾
に
撤
収
し
た
際
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

資
源
委
員
会
の
指
導
部
は
大
陸
残
留
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
分
裂
し
、
実
際
の
活
動
を
終
え
て
い
る
（
五
二
年
に
台
北
で
惜
別
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
）
。

　
資
源
委
員
会
の
メ
ソ
パ
ー
の
一
部
は
国
民
政
府
と
と
も
に
台
湾
に
逃
れ
た
。
沈
治
、
王
崇
植
、
揚
継
庸
、
朱
謙
、
金
開
英
、
サ
華
瓶
、
震
宝

樹
等
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
台
湾
で
は
戦
後
も
国
家
主
導
の
経
済
建
設
が
米
国
の
後
押
し
を
受
け
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
心
に

な
っ
た
の
も
彼
ら
旧
資
源
委
員
会
構
成
員
で
あ
っ
た
。
台
湾
の
四
大
工
業
と
呼
ば
れ
た
台
湾
糖
業
公
司
、
台
湾
肥
料
公
司
、
中
国
石
油
公
司
、

台
湾
電
力
公
司
は
資
源
委
員
会
系
企
業
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
資
源
委
員
会
出
身
の
技
術
官
僚
が
そ
の
ま
ま
国
営
企
業
の
責
任
者
と
し
て
経
営
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に
あ
た
り
、
台
湾
ア
ル
カ
リ
公
司
、
台
湾
セ
メ
ン
ト
公
司
、
台
湾
機
械
公
司
、
台
湾
造
船
公
司
、
台
湾
紙
業
公
司
と
い
っ
た
基
幹
産
業
も
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
資
源
委
員
会
出
身
の
技
術
官
僚
の
手
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
台
湾
の
初
期
経
済
政
策
の
目
玉
で
あ
っ
た
　
「
代
紡
方
式
」
（
米
国
か
ら
の
援
助
物
資
で
あ
る
棉
花
を
政
府
が
一
括
し
て
管
理
し
、
各
紡

績
会
社
に
割
り
当
て
、
綿
製
品
の
販
売
・
輸
出
は
政
府
が
統
制
す
る
、
所
謂
紡
績
工
業
の
政
府
に
よ
る
丸
抱
え
）
の
産
み
の
親
と
言
わ
れ
た
の
も
資
源
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

会
出
身
の
罪
仲
容
で
あ
り
、
国
家
資
本
に
よ
る
経
済
再
建
に
大
き
な
力
を
振
る
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
資
源
委
員
会
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
、
国
家
資
本
が
専
門
技
術
老
を
執
行
人
と
し
て
行
う
統
制
経
済
に
よ
る

経
済
建
設
が
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
國
家
資
本
に
よ
る
統
覚
経
済
的
経
済
建
設
は
台
湾
経
済
の
復
興
に
あ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
が
、
民
主
的
な
運
動
を
全
面
的
に
封
じ
込
ん
だ
国
民
党
反
共
独
裁
体
欄
の
下
で
は
企
業
部
門
と
官
界
と
の
癒
着
が
一
般
化
し
、
汚
職

や
民
間
企
業
へ
の
圧
迫
の
温
床
と
な
っ
て
い
っ
た
。
民
間
資
本
の
自
生
的
な
発
展
を
期
待
で
き
な
い
産
業
分
野
（
た
と
え
ば
重
工
業
）
に
お
い
て

国
家
資
本
が
主
導
的
建
設
を
お
こ
な
う
、
と
い
う
こ
と
が
設
立
当
初
の
資
源
委
員
会
の
指
針
で
あ
っ
た
が
、
該
委
員
会
の
活
動
範
囲
が
戦
時
を

背
景
に
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
、
当
初
民
間
資
本
が
分
担
す
る
と
さ
れ
た
分
野
に
対
し
て
も
国
家
資
本
の
統
制
が
及
ん
で
い
く
時
、
な
ん
ら
の

チ
ェ
ッ
ク
機
構
も
持
た
な
い
国
家
資
本
が
自
己
増
殖
し
て
い
く
の
は
当
然
だ
っ
た
。
そ
れ
は
戒
厳
令
下
の
台
湾
に
お
い
て
も
再
現
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
南
京
政
府
時
期
に
技
術
官
僚
と
し
て
行
政
に
風
食
し
て
い
っ
た
技
術
官
僚
た
ち
は
戦
後
の
台
湾
に
お
い
て
、
良
く
も
悪
く
も
南
京
政
府

時
期
の
国
民
政
府
に
よ
る
経
済
建
設
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
他
方
、
資
源
委
員
会
の
一
部
は
大
陸
に
残
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
は
国
民
政
府
の
多
く
の
機
関
が
蒋
介
石
に
従
っ
て
台
湾
に
撤
収
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

資
源
委
員
会
は
責
任
者
で
あ
っ
た
部
長
級
の
銭
昌
照
、
孫
毒
血
を
は
じ
め
と
す
る
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
大
陸
に
留
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
彼
ら
が

中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
新
中
国
に
あ
え
て
残
っ
た
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
共
産
党
政
権
が
専
門
人
材
（
特
に
鉱
工
業
方
面
の
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

保
護
、
優
遇
を
事
前
に
表
明
し
、
早
期
よ
り
の
解
放
区
（
例
え
ば
東
北
）
で
そ
れ
を
実
行
し
た
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
後
述
の
よ
う

に
資
源
委
員
会
構
成
員
と
中
国
共
産
党
と
の
あ
い
だ
で
、
中
国
の
経
済
建
設
に
関
す
る
指
向
の
あ
る
部
分
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
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南颪政府時期の技術官僚の形成と発展（石川）

お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、
大
陸
に
残
っ
た
銭
昌
照
、
孫
越
崎
、
呉
兆
洪
、
慨
震
、
楊
公
子
、
許
本
馬
ら
は
貴
重
な
専
門
人
材
と
し

て
人
民
共
和
国
の
経
済
復
興
に
従
事
し
た
。
例
え
ば
、
銭
昌
照
、
呉
越
崎
は
五
一
年
政
務
院
（
現
在
の
国
務
院
）
財
政
経
済
委
員
会
中
央
財
経
計

颪
局
副
局
長
と
な
り
、
ま
た
至
公
兆
、
陳
大
受
は
同
委
員
会
の
重
工
業
計
画
里
雪
重
量
に
、
程
義
法
は
燃
料
工
業
計
画
庭
愛
社
に
そ
れ
ぞ
れ
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

任
し
、
第
一
次
五
力
年
計
画
（
五
三
年
よ
り
）
の
策
定
に
携
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
多
く
の
旧
資
源
委
員
会
構
成
員
も
鉱
工
業
再
建
の
責
任

者
と
し
て
新
中
国
の
重
工
業
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
解
放
後
の
中
国
大
陸
に
お
い
て
は
、
経
済
復
興
・
経
済
建
設
に
あ
た
っ
て
技
術
系

人
材
の
深
刻
な
欠
乏
に
直
面
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
国
民
政
府
時
期
の
旧
技
術
官
僚
は
数
少
な
い
技
術
系
人
材
と
し
て
、
新
中
国
が
独
自
に
人
材

を
養
成
す
る
ま
で
相
当
期
間
に
わ
た
っ
て
、
中
国
の
鉱
工
業
生
産
を
支
え
た
の
で
あ
っ
た
。
新
中
国
の
経
済
建
設
は
全
く
の
零
か
ら
出
発
し
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
資
源
委
員
会
の
主
要
委
員
が
国
民
政
府
を
捨
て
、
共
産
党
政
権
の
経
済
政
策
に
投
じ
た
背
景
に
は
、
国
民
党
の
著
し
い
腐

敗
の
ほ
か
に
、
彼
ら
の
構
想
し
て
い
た
中
国
発
展
の
経
済
的
道
筋
が
明
確
な
非
資
本
主
義
里
雪
展
と
い
う
基
軸
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
資
源
委
員
会
構
成
員
と
共
産
党
の
経
済
建
設
観
を
結
ぶ
紐
帯
に
な
っ
た
共
通
認
識
の
一
端
を
銭
昌
照
の
雷
光
か
ら
見
て

み
よ
う
。
資
源
委
員
会
の
実
質
的
指
導
者
で
あ
っ
た
彼
は
す
で
に
大
戦
中
の
四
二
年
一
月
に
行
っ
た
訓
示
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

　
社
会
の
面
か
ら
言
え
ば
、
資
本
主
義
の
弊
害
は
つ
と
に
人
々
の
と
も
に
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
総
理
の
遺
教
も
す
で
に
資
本
節
制
の
信
条
を
立
て
て
い

た
。
今
日
、
社
会
の
貧
富
の
差
に
つ
い
て
は
全
世
界
的
に
等
し
く
こ
れ
を
認
識
し
て
お
り
、
戦
後
の
各
国
の
経
済
政
策
が
社
会
化
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
こ

と
は
殆
ど
疑
い
を
い
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
我
が
国
も
こ
れ
に
逆
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
幸
い
に
も
我
が
国
の
資
本
主
義
は
あ
ま
り
確
固
と
し
た
も
の

で
は
な
い
。
我
々
が
社
会
主
義
の
道
を
歩
ま
ん
と
す
る
場
合
、
欧
米
に
比
べ
て
は
る
か
に
容
易
で
あ
る
。
（
中
略
）
建
設
事
業
の
推
進
の
中
で
は
必
然
的

に
多
く
の
困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
事
業
そ
の
も
の
の
技
術
上
、
管
理
上
の
囲
女
の
ほ
か
に
、
我
々
は
更
に
以
下
の
三
種
類
の
敵
に

当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ま
ず
一
部
の
自
私
自
利
の
資
本
家
で
あ
る
。
彼
ら
は
上
は
政
府
を
食
い
も
の
に
し
、
下
は
民
衆
を
食
い
も
の
に
し

て
お
り
、
私
腹
を
肥
や
し
な
が
ら
口
を
開
け
ば
き
れ
い
ご
と
を
言
う
。
そ
し
て
第
二
は
一
知
半
解
に
し
て
、
破
壊
の
み
多
く
建
設
性
の
少
な
い
言
論
で
あ
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る
。
我
が
国
の
士
大
夫
は
か
ね
て
よ
り
こ
の
欠
点
を
持
ち
、
往
々
に
し
て
事
実
を
正
し
く
認
め
ず
、
勝
手
に
他
人
を
批
判
す
る
。
こ
う
い
つ
た
悪
習
は
つ

　
　
と
め
て
矯
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
は
逆
戻
り
し
ょ
う
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
最
近
に
な
っ
て
も
な
お
我
が
国
は
工
業
化
す
る
必
要
が
な
い
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
え
て
い
る
者
が
い
る
が
、
我
が
国
の
実
情
に
合
致
せ
ず
、
世
界
の
状
況
を
知
ら
ぬ
こ
れ
ら
の
者
は
根
本
的
に
打
倒
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
そ
し
て
そ
の
認
識
は
四
八
年
に
至
っ
て
、
「
前
途
に
は
社
会
主
義
の
道
し
か
な
い
」
と
い
う
確
固
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス

留
学
時
代
、
か
の
ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
キ
（
の
ち
に
英
労
働
党
左
派
の
首
領
）
に
師
事
し
た
曾
爾
照
の
面
目
躍
如
た
る
言
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
社
会
主
義
レ
と
は
「
資
本
の
社
会
化
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
だ
ろ
う
が
、
彼
は
資
源
の
浪
費
や
、
貧
富
の
差
を
も

た
ら
す
資
本
主
義
は
中
国
の
と
る
べ
き
道
で
は
な
く
、
資
本
の
社
会
化
を
図
る
べ
き
だ
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
利
己
的
な
「
資
本
家
」
や
無

貴
任
な
「
言
論
人
」
で
は
な
く
、
専
門
技
術
者
た
る
自
分
た
ち
こ
そ
国
家
主
導
の
経
済
政
策
の
任
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
自
負
し

て
い
る
。
資
本
の
社
会
化
を
中
心
と
す
る
経
済
建
設
、
そ
れ
は
南
京
政
府
時
期
の
技
術
官
僚
た
ち
が
目
指
し
た
「
経
済
建
設
偏
の
方
向
で
あ
り
、

孫
文
三
民
主
義
の
「
民
生
主
義
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
節
舗
資
本
」
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し

て
そ
の
構
想
の
大
枠
は
、
こ
の
銭
昌
照
の
訓
示
が
そ
の
ま
ま
新
中
国
建
設
の
大
綱
と
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
に
新
中
国
の
建
国
直
後
の

国
家
建
設
の
方
向
（
経
済
復
興
～
第
一
次
五
力
年
計
画
）
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
抗
日
戦
争
時
期
か
ら
、
非
資
本
主
義
早
発
展
と
い
う

意
味
で
の
社
会
主
義
が
中
国
の
歩
む
べ
き
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
共
産
党
の
み
な
ら
ず
、
資
源
委
員
会
構
成
員
に
も
広
く
承
認
さ
れ
て
い

た
常
識
で
あ
り
、
こ
こ
に
銭
昌
照
ら
資
源
委
員
会
構
成
員
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
共
産
党
政
権
の
も
と
に
投
じ
得
た
と
こ
ろ
の
両
者
の
共
通

認
識
が
あ
っ
た
。
中
国
共
産
党
が
孫
文
の
三
民
主
義
を
発
展
的
に
継
承
し
た
、
と
は
今
日
も
広
く
聞
か
れ
る
見
解
で
あ
る
が
、
節
制
資
本
と
し

て
の
「
民
生
主
義
」
の
実
現
を
め
ざ
し
た
資
源
委
員
会
の
か
な
り
の
部
分
が
建
国
直
後
の
人
民
政
府
に
参
加
し
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
観
点

が
「
民
生
主
義
」
に
関
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
国
民
党
政
権
の
下
に
膨
張
し
た
国
家
独
占
資
本
は
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
と
と
も
に
人
民
政
府
に
よ
り
没
収
さ
れ
、
「
国
営
経
済
」
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

り
た
。
「
国
営
経
済
」
は
「
社
会
主
義
的
性
質
の
経
済
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
引
き
続
き
「
社
会
経
済
全
体
の
指
導
力
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
の
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南京政府時期の技術官僚の形成と発展（石川）

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
い
え
ぼ
、
旧
資
源
委
員
会
の
技
術
官
僚
は
、
国
営
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
鉱
工
業
部
門
を
「
国
家
独
占
資
本
」
か
ら
新

中
国
の
「
国
営
経
済
」
に
転
化
さ
せ
、
さ
ら
に
五
三
年
よ
り
始
ま
る
「
第
一
次
五
力
年
計
画
」
の
主
要
部
門
に
し
て
い
く
上
で
の
橋
渡
し
の
役

割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
、
つ
ま
り
革
命
の
成
就
の
後
も
「
経
済
建
設
」
と
い
う
課
題
は
依
然
残
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
近
代
中
国
の
技
術
者
の
系
譜
は
新
中
国
の
建
設
老
の
中
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
資
源
委
員
会
の
敵
性
資
産
の
接
収
が
名
ば
か
り
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
再
操

　
業
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
北
京
の
例
は
山
本
市
朗

　
『
北
京
三
十
五
年
』
上
機
（
岩
波
新
書
、
一
九
八
○
年
）
、
五
四
～
五
八
頁
が
生

　
々
し
く
伝
え
て
い
る
。

②
　
前
掲
『
資
源
委
員
会
幅
案
史
料
初
編
瞼
上
冊
、
一
二
頁
。

③
例
え
ば
、
台
湾
糖
業
公
司
の
総
取
締
役
（
総
経
理
）
は
楊
継
曾
、
台
湾
肥
料
公

　
司
は
湯
元
吉
、
申
国
石
油
公
司
は
金
蝿
英
、
台
湾
電
力
公
司
は
黄
輝
、
台
湾
ア
ル

　
カ
リ
公
司
は
黄
人
傑
、
台
湾
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
公
司
は
孫
景
華
（
い
ず
れ
も
一
九
五

　
一
年
当
時
）
ら
皆
資
源
委
員
会
の
主
要
委
員
た
ち
で
あ
っ
た
。

④
前
掲
『
サ
仲
容
先
生
年
譜
初
稿
』
参
照
。
「
代
紡
方
式
」
に
つ
い
て
は
劉
進
慶

　
「
台
湾
に
お
け
る
国
民
党
官
僚
資
本
の
展
開
－
国
家
資
本
主
義
研
究
に
寄
せ
て

　
一
」
（
『
思
想
』
一
九
七
三
年
第
九
号
）
参
照
。

⑤
　
資
源
委
員
会
の
大
陸
残
留
の
経
過
に
つ
い
て
は
資
源
委
員
会
構
成
員
の
回
想
録

　
で
あ
る
前
掲
『
回
憶
国
民
党
政
府
資
源
委
員
会
』
に
詳
し
い
。

⑥
　
資
源
委
員
会
主
要
委
員
の
台
湾
行
き
、
大
陸
残
留
を
分
け
た
も
の
は
、
も
ち
ろ

　
ん
個
人
的
な
政
治
指
向
も
あ
づ
た
ろ
う
が
、
四
九
年
に
な
る
と
大
陸
・
台
湾
間
の

　
往
来
が
制
限
さ
れ
、
台
湾
の
旧
日
本
資
産
の
接
収
・
再
操
業
の
た
め
に
戦
後
台
湾

　
に
渡
っ
た
資
源
委
員
会
関
係
者
が
そ
の
ま
ま
帰
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
偶
然
が
左

　
右
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

⑦
　
『
人
民
手
冊
』
一
九
五
二
年
版
、
大
公
報
社
、
＝
ハ
六
頁
。

⑧
「
銭
副
主
任
委
員
訓
示
」
（
『
資
源
委
員
会
公
報
購
第
二
巻
第
一
期
、
一
九
四
二

　
年
～
月
）
八
三
～
九
｝
頁
。

⑨
　
銭
昌
照
の
北
京
大
学
経
済
学
会
で
の
講
演
（
一
九
四
八
年
三
月
六
日
）
、
（
『
大

　
公
報
繍
天
津
版
、
一
九
四
八
年
三
月
一
〇
日
建
記
事
）
。

⑩
「
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
」
第
二
八
条
（
日
本
国
際
聞
題
研
究
所

　
中
国
叡
叩
会
編
…
『
新
由
－
国
資
料
緒
栄
誉
』
、
　
一
九
山
ハ
囚
門
年
、
　
五
九
一
二
頁
）
。

⑪
　
同
前
。

　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
　
京
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The　Formation　of　Technocrats　in　Kuomintang　China

by

IsHli〈AwA　Yoshihiro

　　The　National　Resources　Commission，　which　was　established　in　1936

and　Ied　tlie　heavy　industry　development　through　the　Nationaljst　era

（1936－1949），　has　been　generally　regarded　as　a　typical　department　manag－

ing　state　financial　capital　in　Kuomintang　China．　However，　when　we

study　the　members’1ist　on　the　Commission　at　an　iエ1dividual　leve1，　we

learn　that　the　Commission　consisted　of，　for　the　most　part，　the　best

technical　experts　at　that　time．　A　glance　over　their　careers　sltows　that

modern　China　produced　Chinese　technical　experts　as　we！1　as　the　Chinese

Communist　movement．　Those　elite　engineers　began　tiheir　social　activi－

ties　in　the　May　Fourth　Movement　of　1919，　as　did　the　Chinese　Cornmuni－

sts．　Under　the　pragmatist　influence　of　May　Fourth　period，　many　May

Fourth　youth　went　abroad，　especially　to　the　United　States，　to　study

technology．　Upon　returning　to　China，　they　served　the　Nationalist

government，　which　was　striving　for　economic　development　in　the

1930’s，and　they　devoted　themselves　to　the　develoP皿ent　of　heavy　indus廿y

to　counter　the　increasing　menace　of　Japan．

　With　expert　knowledge　for　the　p1anning　and　enforcement　of　industrial

policy，　such　elite　engineers　could　be　cal！ed　‘technocrats’．　ln　addition，

they　maintained　their　own　opinions　of　the　national　policy，　and　hence，

they　were　not　simpiy　technocrats　in　the　narrow　sense，　but　also　modern

Chinese　intellecutals，　who　shared　common　historical　experiences　and

their　own　points　of　view．　This　paper　clarifies　the　character　of　modern

Chinese　engineers　who　eonstituted　the　Commission．　1　will　examine　their

thoughts　during　May　Fourth　period，　the　activities　of　the　China　Engineers’
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Society　that　unified　the　elite　engineers　in　the　1920’s一一1930’s，　their　cautious

attitudes　toward　Japanese　aggression，　and　the　choices　they　made　in　1949．

　　After　a　part　of　the　Commission　relocated　to　Taiwan　with　the　Kuomin－

tang　in　1949　when　the　Nationalist　Government　lost　the　rnainland，　the

economic　reconstruction　led　by　former　National　Resources　Commission

members　was　continued　as　a　nationa！　economic　policy　in　Taiwan．　On

the　other　halld，　some　members　of　the　Commission　remained　oエ1　the

mainland，　and　went　into　the　reconstruction　of　Chinese　industry　under

the　Communist　rule．　Tha．　t　is　they　partly　shared　the　Communist　Party’s

ideas　of　economic　reconstruction．　To　put　it　briefly，．the　legacy　of　the

‘soclalization　of　capital’　or　‘negation　of　laissez－faire　capitalism’　left　by

the　National　Resources　Commission　succeeded　both　on　the　mainland

and　in　Taiwan　after　1949．

The　Establishment　of　the　Mony’o一　TokugO　Student　Test

by

KoToH　Shinpei

　　Since　Momo　Hiroyul〈i　wrote　“On　the　Educational　System　in　Ancient

Japan，”　the　study　of　the　instStutions　of　DaigaimryO．　Monjo一　School，　which

suppiied　’№窒≠р浮≠狽?ｓ　to　the　political　and　the　literary　worlds　in　the　early

Heiafz　Era，　has　not　been　improved　upon　muck．

，　ln　Chapter　1，　I　explain　that　in　728　the　four　courses　known　as　Monjo一，

Mソδgy∂，！吻δ∂δ，　and　San，　specializing　in　Chinese　literature，　Co玲fudan

philosophy，王aw，　and　mathematics，　were　founded　at　the　Dαz；g盈曜yδ（the

university　in　ancient　Japan）．　Admission　was　open　to　the　petty　oMcials

and　the　common　people　’upon　passing　the　entrance　examination．　ln　730，

the　position　of　Tokesgo一　Student　（the　scholar）　was　created　in　these　four
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